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羹繹繹躊繹躊蕊躊羹躊（ No. 3~ニニ〗

シイタケ老齢木に

見事に生える

樹皮の厚いクヌギの老齢木にシイタケを発生させるのは難しいことと

されていますか、このほど小藪の堀井嘉弘さんが役場玄関に飾られた長

さ1.2m、直径0.6mの老大木1本には、 388個のシイタケが生え揃い訪れ

る人を驚かせました。

このホダ木は昭和58年、八幡浜市双岩から樹齢40年の原木を入手して

植菌されたもので、今年で2回目の発生ということです。堀井さんは管

理のコツを、①老齢木は早目に伐切して葉を枯し水分を十分にぬく ② 

植菌穴は深めにあける ③ホダ場は風通しのよい所へ伏せ込む。これら

を注意することだと話されています。

召＇，し .t-和け 〔写真：役場に置かれたホダ木。種駒241号菌使用、百足伏せ、散水実施〕
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*定住促進対策条例施行…… • •• 2
卍鹿野川 花まつり行事日程•… • •3 
蔓肱川町の農林業(6)…•………••5 
衡特別障害者手当制度…………5

＝農林だより＝
董キュウリ栽培講習会………… 6
唖農薬取り扱しヽ注意・・ ・ ・·…•・・・・..7 
唖林業教室・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •8 
*今月の農作業・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・• • 9 

＝商工かわかみ＝

卍文化講演会要旨・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
蔓会員ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12
*ふるさと回想記・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

＝公民館報＝

屯肱川町 P 連研修会・・・・・・・・ ・・・ ・・• •14 
唖青年団、西海町と交流………15
*岩谷小P研修会・・・・・・・・・・・・・・・・・・16
＊老人大学終了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17

町民のうごき

人口 3,790人（△14)

男 1,854人（△ 6)

女 1,936人（△ 8)

世帯数 1,0 6 4蒜 （△ 2) 

（昭和61年2月28日現在）



圃。⑲。甑） 踪⑲恩吾 (2)

す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

と
お
り
、
先
の
十
二
月
定
例
町
議
会

で
肱
川
町
定
住
促
進
対
策
条
例
が
制

定
さ
れ
、
四
月

一
日
か
ら
施
行
と
な

り
ま
す
。
こ
の
条
例
は
町
民
の
所
得

向
上
と
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、

技
術
習
得
研
修
事
業
等
の
事
業
を
実

施
し
て
定
住
の
た
め
の
条
件
を
整
備

す
る
と
と
も
に
町
民
意
識
を
呼
び
お

こ
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
月
は
そ
の
条
例
・
要
綱
、
補
助

基
準
に
つ
い
て
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
目
的
〕

、

第
一
条
肱
川
町
に
お
い
て
、
町
民

の
所
得
の
向
上
を
図
り
、
安
定
し

た
生
活
を
亨
受
し
う
る
安
定
条
件

を
整
備
す
る
と
共
に
、
町
民
の
定

住
意
識
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

〔
事
業
〕

第

二

条

第

一
条
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
次
の
事
業
を
行
う
。

日
技
術
習
得
研
修
事
業

口
体
験
実
習
事
業

口
土
地
基
盤
整
備
事
業

同
新
規
作
目
導
入
事
業

国
就
労
環
境
施
設
整
備
事
業

因
定
住
相
談
あ
っ
せ
ん
事
業

囮
そ
の
他
町
長
が
特
に
必
要
と
認

肱
川
町
定
住
促
進
対
策
条
例

附

則

こ
の
条
例
は
、
昭
和
六
十

一
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
補
助
〕

第
三
条
町
長
は
第
二
条
の
事
業
を

行
う
た
め
、
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
補
助
金
の
返
還
〕

第
四
条
こ
の
事
業
に
対
す
る
虚
偽

の
申
請
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ

り
前
条
の
事
業
補
助
金
等
の
支
給

を
受
け
た
者
は
、
既
に
受
給
し
た

金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
委
任
〕

第
五
条
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定

め
る
。

実
施
要
綱
（
一
般
基
準
）

一
、
こ
の
補
助
事
業
は
、
町
民
の
創

意
と
工
夫
及
び
地
区
・
集
落
の
特

性
か
十
分
に
反
映
し
、
画

一
的
な

運
用
と
な
ら
ぬ
よ
う
配
慮
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

二
、
こ
の
補
助
事
業
は
、
「
事
業
種
目

別
甚
準
」
を
適
用
し
ま
す
。

め
た
事
業

所
得
を
ふ
や
し
住
み
や
す
く

定
住
促
進
対
策
条
例
施
行

4月1日より

三
、
既
に
完
了
し
た
事
業
を
当
事
業

に
切
り
替
え
て
補
助
の
対
象
と
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

四
、
こ
の
補
助
事
業
を
受
け
よ
う
と

思
わ
れ
る
方
は
、
別
に
定
め
る
様

事 業 種 目 別 基 準

式
に
基
づ
き
事
業
計
画
書
を
提
出

し
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
国
・
県

の
補
助
事
業
を
受
け
て
、
町
長
か

そ
の
事
業
を
行
う
場
合
は
こ
の
限

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

五、この補助事業の厳正、適格

な実施を期すると共に、事業

の目的か十分に達成されるよ

う、その後の経営管理につい

ても必要な指導を行います。
一

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜種事業？あつ』定住 事業施設就労

甘
整土 ;i 且日昌悶 目

個 個 個 五 個 個
対； ［ 人 人 人 人 人
象

゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜
あっ たる 定住促進をど あつ贋住宅地等の

すで業る就
事業芸品 およ 新規り 融 連関す 良お成‘農地未こ たの体験 肱 めた住定 内

せめせ るも 新‘要すに めた 羊業改にコ のび i よ既のん めの交流瓜 し町JII 研修の 術得技習 的を目んのん のたの
発開商品の るび農地 開地 事業 ‘ の

事業相談‘図 事業な 、 設置に 施設る 導企入 す資に
事業 こ こか

研‘導 れのんら め都市生活 のと 容
究工入 に改造の るとを たし

゜ ゜゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜の認と施設るこ人就労者万円塁費 業塁
五 の受

闘ニ 規
旦

ha 
補助 入れ

めはと上以雇を 以内 カゞ 閃 月
ら適がの 一、 認 た 誓
れ正 原 う 8 o め ha 

塁るも模規 則 用す 三ち る 誓
模

事 ヘ 年

゜゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜利 利
以内 事業費 町長が

i 摩[悶
八 そ 0- 補

年三以内 補子期給間＾ 年ヽ二％ 補子給 >
の
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〗 三
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賃た
るの O、
利
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(3) 圃。⑲。甑⑲ 臣鉛倦

自
治
宝
く
じ
売
上
金

一九
0
万
円
が
肱
川
町
へ

4月3日～5月6日

鯛砲哀つゆ噂廂
水
ぬ
る
む

桜
の
里
の

花
ま
つ
り

一
雨
ご
と
に

春
の
足
音
が
近

づ
き
‘
肱
川
の

山
里
か
花
一
色

で
覆
わ
れ
る
春

が
も
う
そ
こ
ま

で
や
っ
て
き
ま

し
た
。肱
川
町
観
光

協
会
で
は
、
今

年
も
恒
例
の
花

ま
つ
り
を
鹿
野

川
園
地
と
丸
山

公
園
を
中
心
に
‘

盛
り
だ
く
さ
ん

昭
和
六
十
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
と
し
て
、
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
か
ら
肱
川
町

へ
総
額
一

九

0
万
円
か
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

か
全
国
自
治
宝
く
じ
売
上
金
の
一
部

を
第
一
勧
業
銀
行
か
ら
受
け
入
れ
、

こ
の
資
金
を
利
用
し
て
住
民
の
行
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
‘
健

全
な
発
展
を
図
る
た
め
に
助
成
さ
れ

る
も
の
で
す
。

町
で
は
以
前
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
発
な
中
居
谷
地
区
、
弁
天

広
場
の
整
備
の
た
め
‘
更
衣
室
兼
便

ー・ 三 ― -←̀”比

弁天広場に整備された更衣室兼便所棟

の
催
し
物
を
計
画
し
ま
し
た
。

春
爛
漫
の
一
日
、
楽
し
い
花
ま
つ

り
行
事
に
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

ー

'

,

'

ー

1

所
一
棟
、
ぶ
ら
ん
こ
、
す
べ
り
台
、

ペ
ン
チ
と
谷
川
沿
に
フ
ェ
ン
ス
を
設

置
す
る
こ
と
と
し
て
事
業
に
着
手
し
、

こ
の
程
完
成
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
中
居
谷
地
区

山山＂

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
の
拠
点
と
し
て

幅
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

少
年
に
愛
の
ひ
と
声
を

ー
春
の
防
犯
運
動
ー

3
月
15
日
ー
4
月
14
日

大

洲

警

察

署

行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。
春

は
家
族
そ
ろ
っ
て
出
か
け
る
機
会
か

多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
季
節
を
楽
し

く
過
す
た
め
、
県
下
一
斉
に
春
の
防

犯
運
動
か
実
施
さ
れ
ま
す
。

空
き
巣
・
乗
物
盗
に
は
十
分
注
意
・

用
心
を
し
、
カ
ギ
と
ひ
と
声
を
か
け

て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
出
少
年
・
非
行
少
年
が

増
加
す
る
時
期
で
す
。
行
動
不
審
な

少
年
に
は
ひ
と
声
か
け
ま
し
ょ
う
。

鹿野川花まつり行事

r-----也巴色夕喜一一］

！二 Rニ

、 正山小4年

I 机→ー '

<.....到l1琢あゆみ烹 ； 
私そ生菜学 I 

：そのにの気にまわはやつまちの校
：つ上死まに帰つれ‘さとれよ花の ； 
I とのんまなつだてそし菜だこが帰菜；
：か小でだって °‘のいのてん‘り
；ざさしとだ‘ 菜色に花みと道道の ；
；つなま人°菜 のやあをださば ； 
； て花う問 の 花にいにいいた
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花！
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I だ 1こしこ つにだとだよ
! °‘よとてさ゜‘ °こ i 
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し-----------拿一今-----、-•-----今今------9--------... 

月 日 行 事 名 場 所 時 間

4月3日休） 花まつり式典
鹿野川園地

ll :00~ 
屋外ステージ

鼓笛パレード

4月20日（日） シャクナゲまつり 丸山公園
13:00-

もちまき

14:00~ 

4月26日(±)
エビネラン

I 
展示即売会

丸 山 公園 9:00-17:00 
4月27日(B)

4月27日（日） 俳 句 大 会 肱川町公民館 10:00-15:00 

4月27日（日） お 茶 会 丸 山 公園 11:00-15:00 

4月27日（日） カラオケ大会
鹿野川園地

14:00-16:oo 
屋外ステージ

4月29日（灼 JII 柳 大 会 肱川町公民館 10:00-16:00 

5月3日(±) 子供のど自慢大会
鹿野川園地

13: 00-16:00 
屋外ステージ

4月6日～
アマゴの塩焼き

5月6日
アマゴ弁当の販売

鹿野川園 地 ll :00~15:00 
日曜 ・祭日

春の全国交通安全運動
4月6日～4月15日

0ゆずり合い

0 シート ベルト

0運転の

0忘れるな

みんなで広げる

マナーをみている

補償と苦悩は

愛媛の安全

いつも乗るたび 乗せるたび

ちいさな目

一生涯
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庫叩が農林素I(6) 

規模拡大が進む酪農経営

1戸当たり頭数

乳用牛の飼養戸数と頭数

「畜産基本調査」の結果による。（毎月2月1日現在）

雷

酪
農
の
飼
養
戸
数
は
、
昭
和
三
十

年
代
後
半
か
ら
経
済
の
成
長
と
と
も

に
堅
実
に
伸
び
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
生
産
過
剰
を
基
調
と
し
た
引
き

続
く
乳
価
の
低
迷
と
、
再
度
に
わ
た

る
飼
料
価
格
の
高
騰

に
よ
っ
て
四
十
七
年

以
降
減
少
し
ま
し
た
。

五
十
年
代
に
入
り
、

、̀’/便
25

300 
20 

一
戸
当
た
り
頭
数
）

5

0

 

l

l

 

-—__ 
（

飼

養

頭

数

）

2
0
0
1
0
0
 5
 

゜゚
単位｛戸数：戸
頭数：頭

飼料価格の安定及び乳価値上か

り等交易条件は好転したものの、

副業的飼養要素の多い零細農家

の脱落が多く六十年度の飼養戸

数は、四十年に比べ八十四％減

飼養 飼養頭数 1戸当たり 搾乳牛 飼養 飼養頭数 1戸当たり 搾乳牛
年次 l 年次
戸数 総頭数搾乳牛 飼養頭数 割合 戸数 総頭数搾乳牛 飼養頭数 割合

％ ％ 
昭．40100 1 7 0 70 1.7 41. 2 昭．50 30 230 110 7.7 4 7.8 

41 9 0 16 0 70 1.8 43.8 51 30 220 140 7.3 63.6 

42 100 180 70 1.8 3 8.9 52 20 290 180 14. 5 6 2.1 

43 7 0 150 80 2.1 5 3.3 53 20 260 190 13. 0 7 3.1 

44 8 0 19 0 90 2.4 4 7.4 54 20 240 180 12. 0 7 5.0 

45 90 230 100 2.6 4 3.5 55 1 9 2 4, 7 169 13. 0 68.4 

46 90 220 110 2.4 5 0.0 56 18 247 148 13. 7 5 9.9 

47 60 280 140 4.7 5 0.0 57 18 292 173 16. 2 5 9.2 

48 40 240 140 6.0 5 8.3 58 13 303 196 2 3.3 64. 7 

49 30 230 110 7.7 4 7.8 59 15 299 17.8 19. 9 5 9.5 

60 16 294 191 18. 3 64.9 

少
し
ま
し
た
。

反
面
、
飼
養
頭
数
は
、
中
・
大
規
模

飼
養
を
中
心
と
し
た
規
模
拡
大
が
進

ん
だ
こ
と
か
ら
年
々
増
加
し
五
十
七
年

以
降
は
三
百
頭
を
前
後
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
一

戸
当
た
り
の
平
均
飼
養

頭
数
は
二
十
頭
を
前
後

し
酪
農
の
安
定
経
営
へ

と
前
進
し
て
い
ま
す
。

わ ⑲ 

ま
さ
ひ
ろ

前
田
雅
弘
く
ん
〔
久
保
〕

S
5
9
.
4
.
4
日
生
ま
れ
(
1
歳
11
か
月
）

‘‘,’、̀
＇ノ

歳

歳
6

6

 

2

2

 

（

（

 

ん

ん

さ

さ

は
ム
は
美
ん

弓

さ

明

さ

里

又

母

お

お

e
ん

お
父
さ
ん
の

一
文
字
を
取
っ
て
画
数

も
よ
か
っ
た
の
で
、
名
付
け
ま
し
た
。

機
械
類
、
車
が
大
好
き
で
、
お
も
ち
ゃ

は
専
ら
ド
ラ
イ
バ

ー
や
、
く
わ
・
か
な

づ
ち
で
す
。

将
来
は
、
強
さ
と
や
さ
し
さ
を
持
っ

た
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す。

な

力

柴
田
佳
奈
ち
ゃ
ん
〔
月
野
尾
〕

S
5
9
.
4
.
8
日
生
ま
れ
(
1
歳
11
か
月
）

、
~
‘
,
ノ

〇
[
〗

U

名
前
は
、
八
多
喜
の
多
賀
様
で
付
け

て
も
ら
い
ま
し
た
。

ゃ
ん
ち
ゃ
娘
で
す
が
、
食
事
の
後
片

づ
け
や
‘
庭
掃
除
な
ど
し
て
く
れ
る
や

さ
し
く
て
よ
く
気
の
つ
く
次
女
で
す
。

将
来
は
、
元
気
で
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
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昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
年
金
制

度
が
改
正
さ
れ
、
障
害
年
金
と
障
害

福
祉
年
金
が
「
障
害
基
礎
年
金
」
と

し
て
一
元
化
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
っ
て
現
在
の
福
祉
手
当

制
度
は
昭
和
六
十
一
年
三
月
を
も
っ

て
廃
止
さ
れ
、
新
し
く
「
特
別
障
害

者
手
当
」
と
「
障
害
児
福
祉
手
当
」

の
制
度
か
実
施
さ
れ
ま

だ

t現
在
福
祉
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
今

し
ま

回

の

改

正

に

伴

い

、

次

き

喜

ず

れ

か

に

誓

す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
、
ご
自
分
の
該
当
す

で
ガ

る

項

目

を

お

確

め

の

う

等

え

手

続

き

の

必

要

な

方

は
お
早
め
に
手
続
き
を

J
 

当

お

と

り

下

さ

い

。

手

〈

昭

和

61年
4
月
1
日
で

者

二
0
歳
以
上
の
人
〉

四
月
か
ら
「
障
害

基
礎
年
金
」
を
受
け

害障る
こ

と

か

で

き

る

人

別

（

現

在

障

喜

祉

年

金

受
給
者
な
ど
）
に
つ
い

て
は
、
三
月
を
も
っ

特r
 
て
福
祉
手
当
の
支
給

は
な
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
別
表
「
特
別
障
害
者

手
当
」
の
受
給
資
格
に
該
当
す
る

場
合
は
四
月
か
ら
特
別
障
害
者
手

当
を
受
給
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま

す。

二
、
四
月
か
ら
「
障
害
基
礎
年
金
」

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
（
現

現
l

丁ノイ

（受給資

障害基碇年金

受給資格

障害年金

(1級59,775円）

格 早

障害福祉年金

(1級38,400円）

障害基礎年金

(1級62,500円）
＋ 

特別障害者手当

(20,000円）

障害福祉年金

(1級38,400円）
＋ 

福祉手当

(11,250円）

福祉手当

(11,250円）

見表）

特別障害者手当

受給資格

（重複障害者）

今後支給される

手当等

障害基礎年金

(1級62,500円）

特別障害者手当

(20,000円）

現行福祉手当

(11,250円）

在
、
無
年
金
者
・
老
齢
年
金
受
給

者
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
な
り
ま
す
。

曰
別
表
「
特
別
障
害
者
手
当
」

の
受
給
資
格
に
該
当
す
る
場
合

別表 （特 別 障 害 者 手 当）

1受給資格

日常生活において常時特別の介護を要する20歳以上の方で、次のい

ずれかに該当する人。ただし、施設等に入所している方、医療機関に

3か月を越えて入院している方は除きます。

(1) 次表の各項目のいずれかに該当する障害を2つ以上重複して持つ

人

(2) 総合的な障害の程度が上記(1)と同程度と認められる人。

1

2

3

 

4

5

 

に
は
四
月
か
ら
現
在
の
福
祉
手

当
か
な
く
な
り
、
四
月
か
ら
は

「
特
別
障
害
者
手
当
」
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

口
別
表
「
特
別
障
害
者
手
当
」

の
受
給
資
格

に
該
当
し
な

い
場
合
に
は
‘

四
月
か
ら
も

現
在
の
福
祉

手
当
が
引
き

続
き
支
給
さ

れ
ま
す
。
（
こ

の
場
合
施
設

入
所
等
に
よ

り
一
度
受
給

※別表でお確

め下さい。

※A.C.Dに該当する

人は届けが必要です。

6
 

7
 

両眼の視力の和が0.04以下のもの

両耳の聴カレベルが100テ‘、シベル以上のもの

両上肢の機能に著しい障害を有するもの（両上肢のすべての指

を欠くもの又は両上肢のすべての指の機能に著しい障害を有す

るものを含む。）

両下肢の機能に著しい障害を有するもの又は両下肢を足関節以

上で欠くもの

体幹の機能の障害により座っていることができない程度又は立

ち上がることかできない程度のもの

前各号に掲げるもののほか、身体の機能の障害又は長期にわた

る安静を必要とする病状か前各号と同程度以上と認められる状

態であって、日常生活の用を弁ずることを不能ならしめる程度

のもの

精神の障害であって、前各号と同程度以上と認められる程度の

もの

バ
ス
等
運
賃
の

身
体
障
害
者
割
引
方
法
が

変
り
ま
す

資
格
が
な
く
な
る
と
再
度
福
祉

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
か
ら
御
注
意
下
さ
い
。
）

現
在
、
民
営
の
バ
ス
・
電
車
運
賃

の
割
引
き
を
受
け
る
と
き
は
市
町
村

長
が
発
行
し
た
チ
ケ
ッ
ト
を
そ
の
都

度
提
出
し
て
い
ま
し
た
か
、
今
回
改

正
さ
れ
「
運
賃
割
引
証
明
書
」
か
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
証

明
書
が
必
要
な
方
は
役
場
町
民
課
ヘ

一
、
証
明
書
の
種
類

介
護
付
用
と
単
独
用

二
、
実
施
時
期

昭
和

61年
4
月
1
日
（
申
請

は

3
月
中
に
出
来
ま
す
。
）

三
、
手
続
に
必
要
な
も
の

①
写
真
（
六
か
月
以
内
の
顔
写
真

縦
三
C
m
•横
ニ
・
四
C
m
)
一
枚

②
印
鑑

③
身
体
障
害
者
手
帳

※
お
手
持
ち
の
現
行
バ
ス
割
引
証

は
六
月
末
ま
で
は
使
用
で
き
ま

す。

お
出
で
下
さ
い
。
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キュウリ（トンネル）栽培講習会

キュウリ（トンネル）裁培

圏園含皿囮

去
る
三
月
七
日
、
農
林
会
館
に
於

て
、
キ
ュ
ウ
リ
（
ト
ン
ネ
ル
）
栽
培

講
習
会
を
開
催
し
た
。

会
に
は
、
県
経
済
連
野
菜
生
産
課

よ
り
兵
頭
氏
、
埼
玉
県
・
ト
キ
ワ
種

子
よ
り
鈴
木
社
長
、
大
洲
普
及
所
よ

り
朝
倉
課
長
・
谷
本
技
師
を
お
ま
ね

き
し
、
生
産
者
三
八
名
の
出
席
を
も
っ

て
盛
大
に
催
し
た
。

今
年
は
国
の
農
林
水
産
省
よ
り
夏

秋
キ
ュ
ウ
リ
産
地
指
定
に
肱
川
上
流

「
五
十
崎
町

・
肱
川
町
・
河
辺
村
が
認

定
さ
れ
、
稲
作
転
換
作
付
を
ふ
く
み

肱
川
町
で
の
作
付
予
定
は
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
強
に
成
っ
て
い
る
。
そ
の
内
ト
ン

ネ
ル
栽
培
面
積
が
約
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
予
定
で
あ
る
。

講
習
会
で
は
種
子
、
苗
の
大
切
さ

と
、
土
づ
く
り
の
大
切
さ
が
指
導
さ

れ
、
一
戸
で
年
間
何
千
万
円
と
言
う

多
額
な
キ

ュ
ウ
リ
代
金
を
稼
が
れ
て

い
る
事
例
等
も
話
さ
れ
各
生
産
者
も

意
欲
を
も
や
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

2サイクルエンジンの点検実施予定
匹？，
→“--JJ., ... 

肱川農協農機具センターでは、

例年シーズン前に行っております

刈払機、動力散粉機等の2サイク

ルエンジンの一斉点検を、今年も

下記の日程で実施します。

尚、使用部品代金は頂きますが、

点検整備料金は無料です。

最寄りの会場へ持ち込んで点検を

受けて下さい。

日 程 表

月日 時 間 場 所

午前 9時～午前11時30分 予子林事業所

4月21日侶）午後 1時～午後2時30分 小倉・小倉バス停

午後 3時～午後4時30分 中津集会所

午前 9時～午前10時30分 岩谷グラウンド横
4月22日（灼 午前11時～午後2時30分 下嵯峨谷集会所

午後 3時～午後4時30分 中敷水集会所

午前 9時～午前 10時 月野尾集会所

4月23日困
午前10時30分～午前11時30分 久下バス停

午後 1時～午後 3時 小藪野仁山橋

午後3時30分～午後4時30分 中野三島神社
午前 9時～午前10時30分 大平橋・森部落集会所

4月24日休 午前11時～午後2時30分 大谷事業所
午後 3時～午後4時30分 白石集会所

午前 9時～午前 10時 宇和川事業所・汗生集会所

4月25日伶
午前10時30分～午前11時30分 正山小登口

午後 1時～午後2時30分 中居谷集会所

午後 3時～午後4時30分 道野尾・嘉城集会所

農
協
の

C
D
カ
ー
ド
は
登
録
し
た

全
国
の
農
協
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

来
る
四
月
十
四
日
か
ら
は
、
伊
豫

銀
行
・
愛
媛
信
用
金
庫
•
愛
媛
相
互

銀
行
・
東
邦
相
互
銀
行
の
自
動
支
払

機
を
利
用
し
て
も
、
現
金
の
お
引
出

し
、
残
高
照
会
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
期
会
に
農
協
で
は
キ
ャ
ッ
シ

ュ

カ
ー
ド
の
発
行
推
進
を
行
っ
て
居
り

ま
す
。
学
資
の
お
受
取
り
、
単
身
赴

任
の
方
や
、
出
張
・
ご
旅
行
等
に
巾

広
く
ご
利
用
頂
き
、
お
役
に
立
つ
こ

●このマークが目印です，

ふるさと判司サービス

と
と
思
い
ま
す
。

お
申
込
は
農
協
金
融
窓
口
で
簡
単
な

手
続
を
行
い
ま
す
か
ら
、
利
用
に
つ

戸農協貯金ネットサービス

あなたのCDカードは…•

全国の農協でご利用

いただけま古

い
て
の
細
か
い
点
は
窓
口
に
相
談
を

し
て
下
さ
い
。
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゜

●
飲
食
物
・
食
器
類
と
区
別
し
、
密

栓
し
て
子
供
の
手
の
届
か
な
い
所

に
厳
重
に
保
管
す
る
。

●
必
ず
鍵
の
か
か
る
と
こ
ろ
に
、
厳

重
に
保
管
す
る
。

組合員の皆様へのあ願い

パラコー ト除草剤は、毒物及び劇物取

締法により、 I医薬用外毒物 Iに指定され

た農薬です。購入に当っては、法律によ

り購入者の氏名・住所・職業の記載及び

印鑑を押印した書面を提出して戴くこと

が必要です。このため、当農協では身分

証明書・自動車運転免許証等により身元・

使用目的等を確認させて戴いております。

これらの確認ができない場合には販売で

きないことになっておりますので、この

点、ご了承下さいますようお願い申し上

げます。

●
万

一
誤
飲
の
際
は
‘
た
だ
ち
に
多

●
使
用
後
の
空
ビ
ン
は
圃
場
な
ど
に

放
置
せ
ず
、
焼
却
す
る
。

先
般
よ
り
パ
ラ

コ
ー
ト
除
草
剤
（
グ
ラ

モ
キ
ソ
ン
等
）
に
よ
る
事
故

か
多
発
し
、
憂
慮
す
べ
き
現
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。
農
薬
を
使
用
す
る

者
は
「
毒
劇
物
取
扱
法
」
の
「
業
務
上
取
扱
者
」
に
該
当
し
、
保
管
管

理
、
盗
難
防
止
、
等
の
法
的
義
務
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
農
薬
の
取

扱
い
に
際
し
て
は
以
下
の
点
に
注
意
し
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

¥
 ｀
 

X
贔
躙

●
誤
飲
の
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
保

管
の
際
は
他
の
容
器
に
絶
対
に
移

し
か
え
な
い
。

責
任
者

曇
繭
の
軍
盪
い
に
は
滋
意
し
ま
し
よ
う

農
薬
は
あ
な
た
が
管
理
者
、

燭膿薬の保管は安全でしょうか？
►事故防止に1戸に1台。農薬•毒物•劇物は専用保管庫で集中管理を．”

■クミアイ農薬保管庫
1号

i ●シ リンダー錠付

i ●耐錆l生ポンデ銅板使用
i ●中棚2枚付 ・右開き

●寸法

i H 900 X W 540 X D 350%i 

¥10,500 

■クミアイ農薬保管庫
2号
●シ リシダー錠付

●耐錆性ポンデ銅板使用

●中棚2枚付 ．右開き

●寸法

H 900 X W 800 X D 35011Jfu 

¥13,500 

農
薬
保
管
庫
の
中
込
は

肱
川
農
協
へ
巾
込
下
さ
い

量
の
水
を
く
り
返
し
飲
ま
せ
る
な

ど
し
て
胃
の
中
の
も
の
を
吐
き
出

さ
せ
た
後
、
至
急
病
院
で
手
当
を

受
け
る
。

た
と
え
飲
ん
だ
量
が
少
な
く
、
症

状
が
軽
く
て
も
必
ず
処
置
を
受
け

る。

●
誤
っ
て
原
液
や
散
布
液
が
眼
に
入
っ

た
時
は
、
た
だ
ち
に
清
水
で
十
分

洗
眼

(15
分
ぐ
ら
い
）

し
た
後
、

至
急
病
院
で
手
当
を
受
け
る。

暑
磨
堕
国
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------• ---...... 
：言こ材量皇市＝
優良材生産は直材づくりから．I 椎茸生産はクヌギ林造成から．I

肱川土場木材相場表 第403回昭和 61年2月17日
県森連市より （単位オ当り：円）

ス ギ ヒノキ マ、ソ
長さ 未口径 その他

チョク マガリ チョク マガリ

7cmT 本 250 本 82 本 336 本 82 松パルプ

8cmJ:. 55 29 82 40 未口 6cm上
4m  12cm.J::. 61 44 127 65 18cm上 61 長さ 2m
18cm...t. 103 134 24cm上 68 33円
30cmJ:. 110 215 30cm上 85

雑パルプ
7cm下 本 110本 33 本 153 本 33 未口 6cm上
8cm....t. 42 33 49 34 長さ 2m

3m  
11 cm J::. 42 33 83 34 42円
13cm(::) 78 134 18cm-1::.64 
13cm (ffi 103 180 24cmJ:.68 ノ,1)方オ

18cm J:. 64 113 30cmJ::. 75 木オ（松・杉・桧）
未口 3-6cm 

7cmr 本 42 本 7 本 42 本 7 長さ 2m

2m  8cmJ::. 25 15 25 15 1本71円
16cmJ::. 39 15 49 22 13cm上：33
30cm....t. 57 109 30cmJ: 33 松ハリ材

16cm-22cm 
6m  
13cmに） 83 197 3m 72円
13cmほ) 96 295 4m 87円

特選
13cm（二） 127 232 5m 98円
13cm伝) 250 512 6m 87円

足場 1m当り25-150円 尺当り 8-50円 1等材

イ庸考
出荷量の増加に伴い全般に模様眺めに終始して弱気配推移。し
かし、杉・桧良材、小丸太は依然好調。

I肱川町森林組合乾椎茸相場表I
1.市売日……昭和61年2月25日
1.販売数量……61ケース 987.2kg 
1.数量内容及ぴ平均単価

区分 銘香 信ドンコ

数量(kg) I 4 0 4. 1 I 1 4 9. 7 

比率(%)I 4 o. 9 I 1 5. 2 
平均単価 3,81015,020 

1.銘柄別価格

>
その他

7 0.0 

7.1 

2,100 

銘 杓丙 単 価 銘 杓i 単 価

大 厚 7. 5 0 0 ドンコ小 3,200 

中厚上 特用大葉 3,930 

中厚並 5,570 大バレ 3.170 

小 厚 4,610 特用中葉 4,190 

大ウス 6,000 中パレ 3,180 

中ウス上 特用小葉 3,810 

中ウス並 4,890 4ヽ ノ<レ 2,530 

/」、ウス 3,750 変形大

ジャミウス 3,540 変形小

ドンコ大 7,000 色 落 2,330 

ドンコ中 5,050 コーコ

近
年
に
み
ら
れ
な
い
大

雪
に
よ
っ
て
、
の
び
の
び

と
な
っ
て
い
た
林
業
教
室

を
、
今
、
林
業
で

一
番
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
「
間

伐
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

講
義
と
現
場
を
混
じ
え
て

行
い
ま
し
た
。

一
、
材
の
搬
出
方
法
の
選

択
及
ぴ
注
意
事
項

〔
金
本
技
師
〕

ア
現
在
、
手
持
ち
の
機

械
等
が
あ
る
場
合
は
、

多
少
条
件
が
悪
く
て
も

そ
れ
を
候
補
手
段
の

一

つ
に
取
り
あ
げ
検
討
の

対
象
に
す
る
。

イ
搬
出
系
統
を
で
き
る

だ
け
単
純
化
す
る
よ
う

に
配
慮
す
る
。
（
二
段
、

三
段
集
材
は
さ
け
、
一

種
類
の
方
法
で
ト
ラ
ッ

ク
道
ま
で
集
材
す
る
方

法
を
計
画
す
る
。
）

ウ
奥
地
の
間
伐
は
‘
み

ん
な
で
や
る
と
大
規
模

搬
出
が
で
き
、
コ
ス
ト

が
下
が
る
。

工
間
伐
率
が
低
い
と
採

算
に
合
わ
な
い
。

オ
曲
が
り
材
等
、
出
し

て
合
わ
な
い
も
の
は
出

第
六
回

さ
な
い
。

力
間
伐
材
も
商
品
で
あ
る
か
ら
、

大
切
に
取
扱
う
。

キ
最
も
大
切
な
こ
と
は
‘
よ
り
安

全
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

二
、
間
伐
の
方
法
〔
仙
波
主
査
〕

樹

型

級

（

幹

・

冠

級

別

）

I

優
勢
木
（
支
配
木
）

林
冠
の
主
要
組
成
要
素
で
上
層
林

冠
を
組
成
す
る
も
の
。

第

1
級
木
1

1

樹
冠
が
隣
接
木
の
た

め
に
妨
げ
ら
れ
ず
に
発
育
し
、
四

方
へ
拡
張
し
て
偏
椅
す
る
こ
と
な

＜
、
か
つ
樹
幹
の
形
態
に
欠
点
の

な
い
樹
木
。

第

2
級
木
1
1

樹
冠
の
発
達
か
隣
接

木
の
た
め
に
妨
げ
ら
れ
て
そ
の
生

長
が
偏
椅
す
る
か
、
も
し
く
は
樹

幹
の
形
態
が
不
良
な
樹
木
。

2
|
a
I
I樹
冠
の
発
達
が
過
強
で

広
く
拡
張
す
る
か
、
も
し
く
は

そ
の
位
置
が
甚
だ
し
く
上
位
し

て
扁
平
に
発
達
し
た
も
の
。
（
あ

ば
れ
木
）

2
|
b
l
I樹
冠
の
発
達
が
過
強
で
、

樹
幹
が
甚
だ
し
く
細
長
い
も
の
。

2
|
C
1
1隣
接
木
の
間
に
介
在
し

て
側
圧
さ
れ
て
樹
幹
が
偏
椅
し

た
も
の
。

―

2
|
d
1
1幹
形
が
不
良
で
甚
だ
し

く
曲
っ
た
も
の
、
ま
た
は
分
叉

し
た
も
の
（
二
叉
木
）
。

林
業
教
室

今
だ
か
ら
間
伐
を
考
え
よ
うI
I
~

2
|
e
1
1被
害
木
・
病
木
。

II

劣
勢
木
（
被
支
配
木
・
被
圧
木
）

林
冠
の
主
要
組
成
要
素
で
な
く
、

下
層
林
冠
を
組
成
す
る
も
の
。

第

3
級
木
1
1

す
で
に
減
力
を
感
じ

て
育
ち
遅
れ
と
な
っ
た
が
、
樹
冠

は
未
だ
下
圧
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。

第

4
級
木

11被
圧
の
状
態
に
あ
る

が
、
な
お
ま
だ
生
活
を
持
続
す
る

も

の

。

さ

れ

て

い

な

い

も

の

第

5
級
木
1

1

枯
衰
・
枯
死
・
倒
損

の
諸
木
。

川
従
来
の
間
伐
（
除
伐
的
な
も
の
と

考
え
て
よ
い
）

II
劣
勢
木
と

I
優
勢
木
の
第

2
級

木
を
中
心
に
選
木
す
る
も
の
。

こ
れ
は
、
除
伐
、
あ
る
い
は
第
一

回
目
の
間
伐
（
保
育
間
伐
）
に
お
い

て
行
う
の
に
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
新
間
伐
総
対
、
森
総
除
間
伐
等
、

補
助
事
業
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
成
木
摘
伐
（
広
報

s
6
0
.
9月
号
）

柱
材
（
胸
高
直
径

16cm
上
）
が
と

れ
る
割
合
が

20％
以
上
、
か
つ
曲
材
等

残
す
価
値
の
な
い
木
が

20％
以
下
の
林

．
．
．
．
．
．
．
．
 

分
に
お
い
て
、
高
く
売
れ
そ
う
な
木

．． 

か
ら
順
に
選
木
す
る
も
の
。
ま
た
、

折
損
木
、
曲
り
木
、
小
径
木
等
に
つ
い

て
は
、
立
木
配
置
に
注
意
し
、
残
存
す

る
価
値
の
な
い
も
の
か
ら
選
木
す
る
。

ス

ギ

1
2
0ー

30年
生
の
山

ヒ
ノ
キ

1
2
5ー

35
年
生
の
山

60年
代
、
新
し
い
林
業
の
時
代
に

向
け
て
、
計
画
的
な
間
伐
を
実
施
、

育
林
を
行
い
、
肱
川
の
山
を
よ
く
し

ま

し

ょ

う

。

林

・

改

古

川
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野

定
植

ト
ン
ネ
ル
き
ゅ
う
り
の

定
植
と
準
備

ト
ン
ネ
ル
き
ゅ
う
り
の
定
植
は
‘

四
月
中
下
旬
で
あ
り
、
定
植
準
備
は

重
要
な
作
業
と
な
り
ま
す
。

土
づ
く
り
と
し
て
の
堆
肥
、
ワ
ラ

等
の
施
用
と
深
耕
（
荒
耕
起
）
は
す

で
に
行
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

天
候
不
順
の
た
め
作
業
が
遅
れ
て
い

る
方
は
、
定
植
一
ヶ
月
前
に
な
る
よ

う
直
ち
に
実
施
し
て
下
さ
い
。

堆
肥
等
の
標
準
施
用
量
は
‘
+
a

当
り
堆
肥
四
卜
ヘ
鶏
糞
四
百
咋
年
で
す
。

定
植
十
五
日
前
に
元
肥
と
し
て
、

油
か
す
九
十
咋
zo
、
リ
ン
ス
タ
ー
四
十

咋zo
、
I
B
化
成
百
四
十
咋
年
を
施
用
し

て
整
地
す
る
。

畦
立
は
三
訂
の
二
条
植
え
と
し
、

畦
の
高
さ
は
、
水
田
で
三

0
1
五

0

丘
ン
、
畑
で
二
0
ー
ニ
五
丑
程
度
と
す

る
。
水
田
は
特
に
排
水
を
考
慮
し
て

畦
立
を
す
る
こ
と
。

畦
立
て
後
は
十
分
水
分
の
あ
る
状

態
で
シ
ル
バ
ー
ポ
リ
マ
ル
チ
を
す
る
。

た
だ
し
、
被
覆
前
に
土
壌
害
虫
の

防
除
と
し
て
、
カ
ル
フ
ォ
ス
微
粒
剤

ま
た
は
、
ダ
イ
ジ
ス
ト
ン
粒
剤
を
施

用
す
る
。

シ
ル
バ
ー
ポ
リ
マ
ル
チ
は
‘ 菓

表 1 春接の時期と 方法

種類 接木の時期
接木の

台 木
方法

ウ メ 2月下旬～4月上旬
切接
共台、モモ、スモモ

腹接

モモ｝ 3月上旬～4月上旬
切接 ::ftノヽムロ

スモモ 腹接 共台、モモ

ナ シ 3月中旬～4月上旬
切接
共台、ヤマナシ、マメナシ

腹接

力 キ 3月下旬～4月中旬 切接 共台、共根

ク リ 3月中旬～4月下旬
腹接
共台、シバグリ

切接

ブドウ 3月下旬～4月上旬
芽接 フィロキセラ免疫台

割接 (3309、188~0.8など）

ビ ワ 3月中旬～4月下旬 切接 共台、ヤマビワ

落
葉
果
樹
の
接
木

ー
、
穂
木
の
選
び
方

接
木
を
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
は

ま
ず
接
穂
が
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま

果

管
珊

前
七
ー
十
日
に
行
な
い
。
定
植
ま
で

に
十
分
地
温
を
上
げ
る
こ
と
が
栽
培

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
被
覆
も
同
時

に
す
る
こ
と
。

定
植
時
の
苗
は
三
葉
か
ら
四
葉
の

若
苗
の
株
間
八
十
丑
／
の
浅
植
え
と
す

る。

図2 腹接の要領

一
芽
腹
接
囚

長
く

木台

そ
ぎ
芽
接
⑲

形
成
層`
 

る
こ
と
で
あ
る
。

①
希
望
す
る
品
種
で
あ
る
こ
と
。

②
充
実
し
た
芽
を
持
ち
、
枝
の
太

さ
が
適
当
で
あ
る
こ
と

③

病

害

虫

の

被

害
が
な
く
、
休

眠
中
の
芽
が
動

い
て
い
な
い
枝

で
あ
る
こ
と
。

2
、
接
木
の
時
期

表

1
参
照

3
、
接
木
の
要
領

図

l
・
図

2
参

照4
、
接
木
後
の
管
理

活
着
し
て
芽
か

動
き
始
め
た
ら
、

切
接
の
も
の
は
‘

芽
の
付
近
を
少
し

破
っ
て
芽
が
伸
び

図 1 切り接の要領

（州台木の削り方

i ！ ⑲ 

口先嬉を切 肩をわずか 本質部にわり取る におとす すかにかか
るように切
りさげる

乃
ぃ
甘
い
川
雷り切

ー
—肖

よ
を

の

木

部

台
下
を
、
面
り
側
削

戸
リ
サ
廿
ト

⑭
 

戸
畠

(C)台木と接ぎ穂の合わせ方

ぃ忍

(C') 

の
る
方
せ
片
わ
も
合
と
を
＜
層
な
成
少
形迅

(D) 

や
す
い
よ
う
に
し
、
腹
接
の
も
の
は

台
木
を
芽
の
上
で
切
り
、
切
り
接
に

接
ロ
ウ
、
ペ

ー
ス
ト
な
ど
を
塗
っ
て

乾
燥
を
防
ぎ
、
芽
が
伸
長
し
や
す
い

小

藪

・

汗

生

予
子
林
・
大
駄
馬

正
山
・
中
居
谷

月
野
尾

・

岩

谷

中

津

・

小

倉

4
月
L
P
ガ
ス
配
達
予
定
日

栄

2
困
12
山

22
因
5
①

21
回

8
g
2
3
困

10
困
25
⑥

15
因
30
困

17
困

大

谷
・
肱

よ
う
テ
ー
プ
を
ゆ
る
め
る
。
芽
木
も

多
発
生
す
る
の
で
、
台
芽
か
き
を
と

き
ど
き
お
こ
な
つ
。

必
要
に
応
じ
て
支
柱
に
誘
引
し
た

り
、
病
害
虫
の
防
除
も
実
施
す
る
。

＂
 

4
月
1
日
因
月
野
尾
・
小
藪

4
月
2
日

困

中

津

・
予
子
林

4
月
3
日

困

宇

和

川

南

4
月
8
日

因

宇

和

川

北

4
月
9
日

困

岩

谷

方

面

4
月
10
日

困

大

谷

方

面

4
月
15
日
因
月
野
尾
・
小
藪

4
月
16
日
困
中
津
・
予
子
林

4
月
17
日

困

宇

和

川

南

4
月
22
日

因

宇

和

川

北

4
月

23
日

困

岩

谷

方

面

4
月
24
日

困

大

谷

方

面

4
月
30
日
困
月
野
尾
・
小
藪

4
月
醤
油
配
達
予
定
日

4
月
4
日

⑥

大

谷

方

面

4
月

且

日

⑥

小

藪

・

岩

谷

4
月
18
日

⑱

宇

和

川

方

面

4
月
25
日
圏
中
津
・
予
子
林
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宮他即即含
人
の
心
を
教
え
な
さ
い

現
在
、
教
育
論
議
が

非
常
に
盛
ん
に
行
な
わ

れ
、
国
を
上
げ
て
教
育

改
革
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
で
も
、
教
育
と
は

教
え
育
て
る
事
で
あ
っ

て
人
間
の
心
を
ど
う
育

て
る
か
と
い
う
こ
と
が

抜
け
て
い
る
。
そ
れ
に

は
、
親
子
関
係
以
外
な

に
も
の
で
も
な
い
。

人
間
の
心
の
働
き
は
知
・
情
・
意
の

三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
今
の
教
育
は
知

識
だ
け
を
詰
め
込
ん
で
い
る
。
情
意
が

不
安
定
で
、
知
識
だ
け
を
詰
め
込
む
と

そ
れ
は
単
な
る
悪
知
恵
に
す
ぎ
な
い
。

情
意
が
安
定
し
て
、
初
め
て
人
間
の
正

し
い
知
識
が
育
つ
の
で
あ
る
。
で
も
親

た
ち
は
、
大
切
な
人
間
の
心
（
思
い
や

り
の
心
、
人
の
痛
み
、
人
の
涙
、
育
て

る
心
）
を
教
え
な
い
。
子
供
は
‘
育
て

た
環
境
に
よ
っ
て
ど
う
に
で
も
な
る
。

全
責
任
は
親
に
あ
る
。
育
て
る
過
程
で

ー

講

演

の

要

旨

は

次

の

と

お

り

「
子
の
心
親
知
ら
ず
」
初
め
て
聞
く
人
は
首
を
か
し
げ
る
人
も
多
い

と
思
う
。

二
月
六
日
肱
川
町
公
民
館
に
お
い
て
、
川
上
商
工
会
と
肱
川
町
公

民
館
の
共
催
で
、
船
木
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
文
化
講
演
会
を
開
催

し
た
。最
近
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る
校
内
暴
力
、
い
じ
め
な
ど
の
非
行
、

親
と
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
子
供

の
心
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
話
を
聞
く
こ
と
で
あ
る
。

聴
講
者
は
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
た
。

講

師

船

木

英

示

先

生

子
の
心
親
知
ら
ず
Part II 

編集•発行

川上商工会

ff (0893)34-2531 

熱い口調で子育てを語る船木先生

親
が
、
大
切
な
心
の
情
報
を
与
え
な
い
。

現
在
の
子
供
は
、
心
が
ゆ
が
め
ら
れ
て

い
る
。
で
は
ど
の
よ
う
に
ゆ
が
ん
で
行

く
の
か
。
子
供
が
成
長
す
る
過
程
に
は

節
目
が
あ
る
。
そ
れ
を
五
段
階
に
分
け

て
考
え
る
。

0
歳
か
ら
一
歳
を
第
一
段
階
、
一
歳

か
ら
三
歳
を
第
二
段
階
、
三
歳
か
ら
六

歳
を
第
三
段
階
、
六
歳
か
ら
十
歳
を
第

四
段
階
、
十
歳
か
ら
十
五
歳
を
第
五
段

階
。
区
切
り
を
つ
け
て
考
え
よ
。

母
子
一
体
で
子
育
て
を

第
一
段
階
‘
こ
の
時
期
を
口
愛
期
ま

た
は
口
唇
期
と
言
っ
て
、
一
番
大
切
な

こ
と
は
母
子
が
一
体
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
人
生
の
ス
タ
ー
ト
に
当
っ
て
、

オ
ッ
パ
イ
を
子
供
に
与
え
る
。
こ
れ
が

我
が
子
を
育
て
る
本
当
の
姿
で
あ
る
。

現
在
の
母
は
人
間
の
心
を
失
っ
て
い
る

こ
と
に
気
が
付
か
な
い
。
オ
ッ
パ
イ
は
‘

誰
の
た
め
に
あ
る
の
で
も
な
い
。
赤
ち
ゃ

ん
の
た
め
に
あ
る
の
で
あ
る
。

母
親
の
こ
と
を
垂
乳
根
と
言
う
が
、

赤
ち
ゃ
ん
に
オ
ッ
パ
イ
を
与
え
て
い
る

と
自
然
に
垂
れ
て
く
る
。
こ
れ
が
本
当

の
母
で
あ
っ
て
、
オ
ッ
パ
イ
の
垂
れ
て

い
な
い
母
は
た
だ
の
女
で
あ
る
。
生
ま

れ
た
時
か
ら
母
に
拒
否
さ
れ
、
ミ
ル
ク

で
育
て
ら
れ
て
い
る
。
ど
う
し
て
人
間

の
ま
と
も
な
心
が
育
つ
で
し
ょ
う
か
。

「
母
親
は
赤
ち
ゃ
ん
に
添
い
寝
を
し
、

オ
ッ
パ
イ
で
育
て
る
よ
う
に
」
こ
れ
が

伝
統
的
に
受
け
継
が
れ
た
子
育
て
の
基

本
な
の
で
あ
る
。

赤
ち
ゃ
ん
は
、
本
能
と
し
て
母
と
一

つ
に
な
り
た
い
、
し
が
み
つ
き
た
い
と

い
う
欲
求
が
あ
る
。
こ
れ
が
充
た
さ
れ

な
い
と
、
成
人
し
て
、
仮
に
失
恋
し
た

時
も
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
、
し
が
み
つ

い
て
放
そ
う
と
し
な
い
。
ま
た
、
執
念

深
く
さ
よ
な
ら
の
言
え
な
い
大
人
に
な
っ

て
し
ま
う
。

ま
た
こ
の
時
期
に
、
口
の
欲
求
を
満

た
せ
て
や
ら
な
い
と
肥
満
児
、
思
春
期

や
せ
性
、
神
経
性
食
欲
不
信
、
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
な
ど
口
に
ま
つ
わ
る
欲
求
不
満

は
尾
を
引
き
‘
一
生
き
え
な
い
。
乳
離

れ
出
来
な
い
子
、
若
者
、
子
離
れ
出
来

な
い
母
に
な
っ
て
し
ま
う
。
人
格
形
成

の
基
礎
工
事
で
あ
る
こ
の
時
期
、
出
来

れ
ば
三
歳
ま
で
は
子
供
の
そ
ば
に
居
て

ほ
し
い
。

第
二
段
階
は
こ
う
門
期
と
い
っ
て
、

し
つ
け
の
時
期
で
あ
る
。
一
歳
前
後
で

ヨ
チ
ョ
チ
歩
き
を
始
め
る
。
人
間
が
生

ま
れ
て
初
め
て
、
自
分
の
意
思
で
動
き

II

し
つ
け
11

の
た
め
に
は

話
を
し
て
聞
か
せ
な
さ
い

第
三
段
階
は
エ
デ
ィ
プ
ス
期
と
い
っ

て
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
悲
劇
の
王
子
の

名
前
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

男
と
女
の
違
い
が
分
か
り
、
異
性
の

存
在
と
い
う
も
の
に
気
が
付
く
、
そ
し

て
親
う
。
人
間
が
生
ま
れ
て
初
め
て
経

験
す
る
三
角
関
係
で
あ
る
。
同
性
の
親

が
‘
良
い
見
本
、
手
本
を
示
す
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
ま
た
異
性
の
親
が
た
っ

ぷ
り
と
可
愛
が
っ
て
や
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
異
性
の
親
に

甘
え
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
子
供
は
‘

子
供
を
た
っ
ぷ
り
と

可
愛
が
り
な
さ
い

だ
す
。
あ
れ
は
ダ
メ
，、
こ
れ
も
ダ
メ
と

母
親
に
押
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の

時
期
の
赤
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
お
こ
っ
て

い
る
。
別
名
第
一
反
抗
期
と
い
っ
て
自

我
を
主
張
す
る
。

い
つ
も
憎
し
み
、
敵

意
、
攻
撃
性
を
持
ち
、
ま
た
好
き
、
き

ら
い
な
ど
相
反
す
る
二
つ
の
感
情
（
ア

ン
ビ
バ
レ
ン
ツ
）
の
間
を
揺
れ
動
い
て

い
る
。子
供
の
し
つ
け
が
厳
し
す
ぎ
る
と
‘

親
が
こ
わ
く
て
感
情
を
表
に
出
せ
な
い
、

親
の
顔
色
を
見
て
と
て
も
良
い
子
ち
ゃ

ん
に
育
つ
が
、
不
満
が
ど
ん
ど
ん
た
＜

わ
え
ら
れ
あ
る
日
突
然
非
行
に
走
る
。

こ
の
時
期
一
番
大
切
な
の
は
‘
子
供
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
話

を
し
て
聞
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
に
対
す
る
絶
対

的
な
信
頼
が
百
％
わ
が
子
の
魂
に
植
え

付
け
ら
れ
る
。
ま
た
三
歳
ま
で
は
‘
親

子
が
川
の
字
に
な
っ
て
寝
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。
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大
人
に
な
っ
て
安
定
し
た
異
性
関
係
が

持
て
な
い
。
た
と
え
ば
同
性
愛
で
あ
り
、

無
意
識
の
う
ち
に
男
を
挑
発
す
る
よ
う

な
コ
ケ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
女
性
も
良
い
例

で
あ
る
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
‘

夫
婦
仲
良
く
同
じ
よ
う
に
わ
が
子
を
可

愛
が
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
が
ま
ん

す
る
こ
と
も
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

、。し
有
名
な
文
豪
で
あ
る
吉
川
英
治
さ
ん

が
「
人
生
と
は
片
道
キ
ッ
プ
の
旅
で
あ

る
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
っ
た
く
そ
の

通
り
で
あ
る
。
お
互
い
た
っ
た
一
度
き

り
の
今
日
な
の
だ
か
ら
。

豊
か
な
人
間
関
係
で
一
番
大
切
な
の

は
挨
拶
で
あ
り
礼
儀
作
法
で
あ
る
。
学

歴
で
も
お
金
で
も
な
い
。
人
か
ら
好
か

れ
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
は
‘
す
べ

て
の
親
の
願
い
で
あ
る
。
「
見
え
を
捨
て

心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
ま
っ
た

く
そ
の
通
り
で
あ
る
。
子
供
が
育
て
ば
、

自
然
に
親
も
育
つ
、
共
に
育
つ
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

子
供
に
は
自
信
を
持
た
せ
な
さ
い

第
四
段
階
は
、
子
供
に
自
信
を
持
た

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
実
現
可
能
な
目
標

を
与
え
、
達
成
の
喜
び
を
与
え
る
。
ほ

め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
信
が
出

来
る
。
ダ
メ
、
ダ
メ
ば
か
り
言
っ
て
い

た
の
で
は
ダ
メ
。
子
は
親
の
鏡
で
あ
る
。

子
供
の
良
い
所
を
探
し
て
や
る
。
親
も

先
生
も
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付

か
な
い
。
百
点
を
基
準
に
し
な
い
で
、

な
ぜ

0
点
を
基
準
に
考
え
な
い
の
か
。

賢
こ
い
母
親
は
‘
0
点
を
基
準
に
考
え

熱心に耳を傾むける母親たち

る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
頼
感

は
強
く
な
る
。
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る

の
も
教
育
で
あ
る
。

勉
強
が
き
ら
い
な
子
供
に
は
い
く
ら

け
し
か
け
て
も
ダ
メ
。
学
校
に
向
い
て

な
い
だ
け
で
、
じ
ゃ
あ
何
に
向
い
て
い

る
の
か
一
緒
に
考
え
る
。
学
業
成
績
な

ん
か
ど
う
で
も
良
い
。
先
生
の
批
評
も

し
か
り
、
ど
ん
な
子
供
で
も
通
信
簿
に
は

ほ
め
る
に
値
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
身
長
・
体
重
・
胸
囲
で
あ
り
、
必
ず

子
供
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
わ
か
子

が
け
が
一
っ
し
な
い
で
す
く
す
く
育
っ

て
く
れ
る
、
親
と
し
て
こ
ん
な
う
れ
し

い
こ
と
は
な
い
。

わ
が
子
が
、
人
間
と
し
て
正
し
い
方

向
に
向
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
れ

こ
そ
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
、
そ
ん
な
こ
と
は
問
題
に
し
な
い
で

早
い
か
遅
い
か
だ
け
で
一
喜
一
憂
し
て

い
る
。
そ
し
て
テ
ス
ト
、
進
学
、
そ
れ

だ
け
で
人
間
の
正
し
い
心
は
身
に
付
か

な
い
。
親
が
ゆ
が
ん
で
し
ま
っ
て
い
る

か
ら
。
人
間
と
し
て
何
が
大
切
な
の

か
、
人
間
の
幸
、
不
幸
は
何
で
決
ま
る

か
、
ま
た
豊
か
な
人
間
関
係
が
持
て

る
か
ど
う
か
、
こ
の
時
期
に
は
し
っ
か

り
と
家
の
仕
事
の
手
伝
い
を
さ

せ
な
さ

、。し
体
カ
・
気
カ
・
責
任
感
、
こ
れ
が
社

会
人
と
し
て
の
基
本
で
あ
る
。
こ
れ

を
し
っ
か
り
と
教
え
る
こ
と
に
よ
り
、

人
間
教
育
の
基
本
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

自
信
を
持
た
せ
る
た
め
に

話
を
聞
い
て
や
り
な
さ
い

最
後
の
第
五
段
階
は
、
大
人
の
仲
間

入
り
の
練
習
を
さ
せ
る
こ
と
。
親
た
ち

が
、
お
前
は
も
う
子
供
じ
ゃ
な
い
ん
だ

と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
、
態
度
で
接
す

る
と
、
子
供
自
身
も
自
分
は
も
う
子
供

じ
ゃ
な
い
ん
だ
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば

と
い
う
自
覚
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
ま

た
、
責
任
存
在
と
し
て
、
社
会
の
一
員

と
し
て
そ
の
自
覚
を
持
つ
よ
う
し
向
け

て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
親
子
が
対

等
に
話
し
合
っ
こ
と
で
あ
る
。
親
が
自

分
の
意
見
を
言
っ
て
聞
か
せ
る
の
で
は

な
く
、
子
供
の
話
を
聞
い
て
や
る
。

非
行
に
走
る
子
供
は
、
が
ま
ん
す
る

こ
と
を
教
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
感

受
性
が
す
る
ど
く
、
親
の
愛
情
に
飢
え

て
い
る
。
親
も
先
生
も
、
話
を
聞
い
て

や
ら
な
い
。
い
つ
も
批
判
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
そ
う
す
る
の
か
聞
い
て
や
ら
な
い
。

人
間
関
係
で

一
番
冷
た
い
の
は
憎
む
こ

と
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ

は
無
感
心
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
愛
は

プ
ラ
ス
の
感
心
で
あ
り
‘
憎
し
み
は
マ

イ
ナ
ス
の
感
心
で
あ
る
。
愛
と
は
、
相

手
の
心
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

気
持
ち
を
分
か
っ
て
あ
げ
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
‘
聞
か
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
。
人
間
は
、
大
人
も
子
供

も
一
緒
で
‘
批
判
さ
れ
る
か
ら
本
当
の

こ
と
が
言
え
な
い
。
で
も
、
事
実
は
事

実
と
し
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
が
心
を
受
け
入
れ
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
る
。

子
供
は
計
り
知
れ
な
い
可
能
性
を
持
っ

て
い
る
。
で
も
親
た
ち
は
‘
テ
ス
ト
の

決
果
だ
け
で
す
べ
て
を
判
断
し
て
し
ま

う
。
テ
ス
ト
と
は
、
学
校
で
教
わ
っ
た

こ
と
を
ど
れ
だ
け
覚
え
た
か
‘
と
い
う

た
か
が
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
人

間
が
社
会
に
出
て
問
わ
れ
る
こ
と
は
‘

自
分
の
頭
で
考
え
る
能
力
、
そ
の
考
え

を
ま
と
め
て
相
手
に
伝
え
る
能
カ
・
表

現
す
る
能
力
、
あ
る
い
は
直
感
・
ひ
ら

め
き
・
創
造
な
ど
も
っ
と
他
に
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
数
多
く
あ
る
。

相
手
の
気
持
ち
を
確
か
め
、
分
か
ろ

う
と
す
る
態
度
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

自
分
の
考
え
を
相
手
に
押
し
つ
け
る
の

で
は
な
く
、
聞
く
こ
と
が
大
切
な
の
で

あ
る
。
自
分
の
気
持
ち
を
、
よ
く
分

か
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
人
、
親
が
い
る

限
り
子
供
は
絶
対
非
行
に
走
ら
な
い
。

話
合
い
と
は
、
聞
く
努
力
で
あ
り
、
他

の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
聞
い
て
や
る

こ
と
で
親
は
子
供
を
理
解
し
、
子
は
親

を
理
解
す
る
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
‘

今
一
度
子
供
の
話
を
じ
っ
く
り
と
聞
い

て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
「
子
の
心
親
知

ら
ず
」
あ
な
た
は
気
が
付
い
て
い
ま
す

~
。カ
：
・
：
・

雨にも負けず…頑張る青年部員

去
る
二
月
十
五
日
、
川
上
商
工
会
青

年
部
肱
川
支
部
（
部
員
二
十
三
名
）
は
‘

恒
例
の
国
道
一
九
七
号
線
鳥
首
ー
鹿
野

川
間
及
び
鹿
野
川
園
地
周
辺
の
清
掃
作

業
と
鹿
野
川
園
地
へ
の
ア
ジ
サ
イ
苗
の

植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
途
中
か
ら
雨
が
降

り
出
し
、
寒
さ
に
ふ
る
え
な
か
ら
…
…

ま
さ
に
、
雨
に
も
負
け
ず
…
…
。

ア
ジ
サ
イ
苗
は
、
去
年
、
部
員
が
慣
れ

ぬ
手
つ
き
で
「
さ
し
木
」
を
し
、
毎
日
水
を

や
り
育
て
た
も
の
で
す
。
鹿
野
川
園
地
駐

車
場
周
辺
に
植
え
ま
し
た
の
で
見
て
下
さ

い
。
ま
た
、
園
地
の
藤
棚
下
の
斜
面
に
は
昨

年
ス
イ
セ
ン
の
球
根
を
植
え
て
い
ま
す
。

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
道
路
脇
に
投

げ
捨
て
ら
れ
た
ア
キ
カ
ン
は
‘
か
な
り

の
量
に
な
り
ま
す
。
ア
キ
カ
ン
は
車
の

窓
か
ら
投
げ
捨
て
な
い
で
、
ア
キ
カ
ン

入
れ
に
捨
て
る
か
、
自
宅
へ
持
っ
て
帰
っ

て
処
分
し
て
下
さ
い
。
道
路
の
ク
リ
ー

ン
作
戦
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

塁
1

肱
川
ク
リ
ー
ン
＆

ビ
ュ
ー
テ
ィ
作
戦
実
施
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引
き
受
け
て
お
ら
れ
る
関
係
で
、
冬
場

は
特
に
忙
が
し
い
そ
う
で
す
。
今
年
は

特
に
寒
い
日
が
多
く
、
水
道
の
破
裂
が

続
い
た
た
め
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で

い
や
な
顔
ひ
と
つ
さ
れ
ず
町
民
の
た
め

佐
藤
さ
ん
が
滝
山
に
エ
て
約
百
六
十
五
平
方
ぃ
い
だ
そ
う
で
す
。
に
頑
張
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
生

場
を
建
て
、
鉄
工
所
を
始
現
在
で
は
、
鉄
工
を
初
め
水
道
工
事
‘
活
す
る
上
で
水
は
か
か
せ
な
く
、
一
生

め
ら
れ
た
の
は
昭
和
二
十
オ
ー
ト
バ
イ
の
販
売
・
修
理
と
幅
広
く
こ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
行
か
れ
る
そ
う

五
年
頃
の
こ
と
だ
そ
う
で
事
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
‘
で
す
。
町
民
の
た
め
に
は
心
強
い
限
り

ー

す

。

郵

便

局

の

単

車

の

保

守

店

と

し

て

、

年

で

す

。

そ

ん

な

佐

藤

さ

ん

、

趣

味

で

あ

し
ば
ら
く
し
て
、
現
在
の
下
鹿
野
川
間
契
約
を
結
ん
で
お
ら
れ
る
ほ
か
、
発
る
釣
り
に
出
掛
け
る
こ
と
も
よ
く
あ
る

に
移
っ
て
こ
ら
れ
、
こ
の
度
二
十
年
振
電
所
・
四
国
電
力
の
仕
事
に
も
精
を
出
そ
う
で
す
。

り

に

、

店

舗

を

兼

ね

て

住

宅

を

新

築

さ

し

て

お

ら

れ

る

毎

日

で

す

。

こ

れ

か

ら

も

佐

藤

鉄

工

所

の

ま

す

ま

れ
ま
し
た
。
総
面
積
は
、
店
舗
を
含
め
水
道
工
事
は
‘
肱
川
町
内
を

一
手
に
す
の
ご
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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一

最

近

子

供

の

問

題

が

盛

ん

に

取

出

来

る

ほ

ど

、

今

の

親

は

立

派

だ

ろ

う

情

報

で

あ

る

。
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ミ

国
鉄
内
子
駅
と
伊
予
市

向
井
原
駅
と
を
結
ぶ
予
讃

本
線
新
線
、
内
山
線
が
三

冬ガ旦
一

日

い

よ

い

よ

開

業

と

な
っ
た
。

昭
和
四
十
二
年
に
着
工

夏
春

以

来

十

九

年

ぶ

り

、

総

工

費
二
百
五
十
六
億
円
を
か

け
た
二
士
ニ
・
五
キ
ロ
の
線
路
上
を
通
常
運

転
の
列
車
が
走
っ
た
。
沿
線
の
内
子
町
、

中
山
町
で
は
小
学
校
の
鼓
笛
隊
の
パ
レ
ー

ド
や
催
物
で
町
を
挙
げ
て
夢
の
実
現
を

祝
っ
た
。
五
十
年
も
前
か
ら
誘
致
運
動

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
人
達
に
と
っ
て
は
、

感
慨
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。日
本
全
国
に
は
将
来
の
新
線
延
長
を

目
指
し
な
が
ら
、
線
路
の
乗
せ
ら
れ
る

見
込
み
の
な
い
橋
脚
や
行
き
止
り
の
ま

ま
の
ト
ン
ネ
ル
が
数
多
く
あ
る
こ
と
を

思
っ
と
、
内
山
線
の
開
通
は
よ
く
ぞ
こ

こ
ま
で
と
感
慨
深
い
。

}
｝
う
し
た
喜
び
の
反
面
‘
来
年
四
月

か
ら
分
割
民
営
化
が
決
ま
っ
て
い
る
国

鉄
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
在
来
線
最
後
の

新
線
だ
と
聞
く
と
な
ん
と
も
寂
し
い
。

特
に
特
急
‘
急
行
の
す
べ
て
を
奪
わ
れ

た
長
浜
回
り
沿
線
の
人
々
に
と
っ
て
は
‘

民
営
化
後
切
捨
て
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
思
惑
も
手
伝
っ
て
、
寂
し
さ

以
上
の
も
の
が
あ
ろ
う
。

列
車
の
旅
は
楽
し
い
も
の
だ
。
気
の

合
っ
た
も
の
ど
う
し
‘
―
つ
の
ボ
ッ
ク

ス
に
向
い
合
っ
て
、
缶
ビ
ー
ル
を
飲
み

な
が
ら
、
駅
弁
を
つ
つ
き
な
が
ら
‘
目

を
見
て
話
が
で
き
る
。
時
刻
表
を
調
べ

て
自
分
の
乗
る
べ
き
列
車
と
時
間
を
決

め
る
の
は
‘
い
か
に
も
旅
を
し
て
い
る

と
い
う
実
感
が
あ
る
。

こ
の
楽
し
い
列
車
の
旅
を
今
自
分
か

ら
は
あ
ま
り
選
ば
な
く
な
っ
た
。
計
画

の
段
階
か
ら
旅
行
会
社
任
せ
。
す
こ
し

で
も
遠
く
へ
、
す
こ
し
で
も
早
く
着
く
‘

出
来
る
だ
け
安
く
、
出
き
る
だ
け
多
く

の
観
光
地
を
回
っ
て
帰
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
旅
を
し
た
と
い
う
よ
り
、

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
と
し
か
思
え

な
い
。内
山
線
開
業
の

ニ
ュ
ー
ス
の
後
し
ば

ら
く
し
て
、
四
国
の
自
動
車
の
登
録
台

数
は
十
年
前
の
七
・
六
倍
に
な
っ
た
と
テ

レ
ビ
で
報
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
ま
だ
列

車
を
通
せ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
青
函

ト
ン
ネ
ル
の
線
路
が
海
底
で
繋
が
っ
た

と
い
う
映
像
も
流
れ
た
。
高
額
な
国
民

の
投
資
を
利
用
し
て
、
あ
ま
り
遠
く
な

く
と
も
い
い
、
車
を
使
わ
な
い
旅
が
し

て
み
た
く
な
っ
た
。
そ
し
て
人
生
あ
ま

り
急
ぎ
た
く
な
い
も
の
だ
。
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私
は
十
九
歳
の
時
、
名
荷
谷
の
冨
永

家
か
ら
和
気
家
に
嫁
い
で
来
ま
し
た
。

私
は
冨
永
家
の
長
女
で
し
た
の
で
、

父
も
嫁
に
や
る
考
え
は
ま
っ
た
く
も
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
の
宇

和
川
村
の
助
役
さ
ん
に
、
ど
う
し
て
も

嫁
に
来
て
く
れ
と
言
わ
れ
、
和
気
家
へ

嫁
ぎ
ま
し
た
。
当
時
を
振
り
返
り
ま
す

>[Jî今
と
は
ま
っ
た
く
違

い
家
も
上
鹿
野
川
‘

下
鹿
野
川
合
せ
て
十

三
軒
ぐ
ら
い
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

道
も
今
の
よ
う
な
大
き
な
道
は
な
く
‘

和
気
医
院
の
前
の
道
が
本
通
り
だ
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
私
の
家
の
回
り
も

家
は
ほ
と
ん
ど
な
く
全
て
桑
畑
で
し
た
。

家
の
数
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
十

月
七
日
・
八
日
の
鹿
野
川
市
は
、
大
洲

市
・
五
十
崎
市
に
次
ぐ
大
き
な
市
で
、

牛
市
や
、
す
も
う
大
会
、
出
店
な
ど
で

と
て
も
に
ぎ
や
か
な
町
で
し
た
。

最
初
、
私
は
今
の
福
栄
堂
薬
館
の
所

上
鹿
野
川

土9戦す。慮享土:?ご .`~.. Sさ 鴫`.,,,I ~ 私こ喜凹そ]て
L モ争 い供なはれよ

て
‘にけ所でのい父

との中 また＜及る L I ~ I,-:iはてに五後た親
言葉に すち‘び時と し‘

じ七
き落年‘商が

口累 iよ、立畠悶喜塁？じ去tし一 め人［旦塁喜空冒
かで子 の康のんしれ 63回 L'のたき活役手二
く→供 財になでた‘ 非孟 ゜ ‘し場伝十
れ爆を 産育いし ゜十→時と戦昭育がいりんの育行 今ま＾い年
た弾お

生だて時た私人 代て中和て子ま上の面て L
が

め
日し現まご

りが ぶ とた代がは生よでも戦ーた供すげ問でやな？ また在しろ
し落つ 感こに‘十めしし大後ケ時たがら題た‘ど でがのたか、ま
たちて しと七食人ば→た変で夕代ち‘れがく教 商 ‘創 ゜らす
もて根 まが人物ま表増 ゜な‘のはを私て取さ育子。 売現作 続

和
気
花
子
(80
歳）

苦
労
を
楽
し
み
に

の
で
し
た
。

子
供
の
多
い
時
で
、
下
は
小
学
校
一

年
生
か
ら
、
上
は
高
校
生
ま
で
五
人
が

一
度
に
学
校
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。
食

ベ
盛
り
の
子
供
た
ち
ば
か
り
で
、
一
時

は
悲
感
し
た
り
、
苦
労
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
「
自
分
の
子
供
‘
七
人
や
八
人
ど

が
い
し
て
で
も
育
て
て
や
る
」
と
い
っ

た
気
持
ち
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
今
の

時
代
の
よ
う
に
、
子
供
が
大
き
く
な
る

の
は
あ
た
り
ま
え
、
と
考
え
ら
れ
て
い

る
時
代
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
も
の
だ
な

あ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

私
の
子
育
て
に
は
、
母
親
の
影
響
が

大
変
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の

母
親
は
明
治
生
ま
れ
の
母
親
で
、
私
の
躾

も
大
変
厳
し
く
、
言
葉
使
い
か
ら
行
儀
作

法
ま
で
私
に
し
っ
か
り
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
反
面
、
私
を
包
ん
で
く
れ

る
愛
情
を
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。

今
は
、
長
女
の
久
子
と
一
緒
に
生
活

し
て
お
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち
七
人
、

皆
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち
の
道
を
歩

い
て
い
ま
す
。
年
に

一
度
、
お
正
月
に

は
私
の
も
と
に
帰
っ
て
来
て
、
元
気
な

顔
を
み
せ
て
く
れ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
孫
が
八
人
、
ひ
ま
ご
が
三
人
い
ま
す
。

子
育
て
で
苦
労
し
て
い
る
時
に
は
苦
労

を
楽
し
み
に
変
え
、
乗
り
こ
え
て
来
ま

し
た
。
苦
労
し
た
日
々
を
振
り
返
っ
て

今
、
苦
労
が
喜
び
に
変
っ
た
と
い
う
実

感
が
し
み
じ
み
と
湧
い
て
き
ま
す
。

今
と
昔
で
は
時
代
や
環
境
、
す
べ
て

の
も
の
が
変
化
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
い
つ
の
世
も
、
親
が
子
を
思
う
気

持
ち
に
は
変
り
が
な
い
も
の
と
信
じ
て

い
ま
す
。

⑥
ホ
ー
ム
コ
タ
ッ

赤
外
線
ラ
ン
プ
式
の
も
の
は
、
カ

バ
ー
を
は
ず
し
て
、
ラ
ン
プ
を
拭
く

程
度
で
良
い
で
し
ょ
う
。
ボ

コ
ボ
コ

に
へ
こ
ん
で
い
る
カ
バ

ー
を
良
く
見

か
け
ま
す
が
、
子
供
の
野
球
の
バ

ッ

ト
を
利
用
し
て
整
形
し
て
や
る
と
う

ま
く
な
お
り
ま
す
。
掘
コ
タ
ツ
や
温

風
式
の
ヤ
グ
ラ

コ
タ
ツ
は
‘
器
具
の

内
部
に
、
土
ぼ
こ
り
が
ど
う
し
て
も

た
ま
り
ま
す
。
掃
除
機
で
吹
き
と
ば

し
て
や
る
と
き
れ
い
に
取
り
除
く
事

が
出
来
ま
す
。

＠
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

器
具
内
の
ほ
こ
り
を
取
り
除
い
て

下
さ
い
。
ほ
と
ん
ど
の
機
種
か
、
ネ
ジ

を

2
本
く
ら
い
は
ず
せ
ば
、
前
面
の

パ
ネ
ル
が
は
ず
れ
ま
す
が
、

内
部
に
は
、
電
子
回
路
が

組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
さ
わ
ら
な
い
よ
う
に
、

吹
き
と
ば
し
て
取
り
除
い

て
下
さ
い
。
ま
た
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
に
は
、
油
を
残
さ

な
い
よ
う
に
、
付
属
の
ス

ポ
イ
ト
で
十
分
に
抜
き
取

り
ま
し
ょ
う
。
油
を
残
し

た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

も
う
一

璽

カ
セ

ッ
ト
タ
ン
ク
を
抜
い
て
、
空

ダ
キ
を
し
て
油
を
残
さ
な
い

よ
う
に

し
ま
す
。
内
部
に
綿
ぼ
こ
り
が
た
ま
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
も
取
り
除
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

反
射
式
の
も
の
で
は
、
反
射
板
を
よ

く
み
が
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
時
間

が
た
つ
と
、
よ
ご
れ
が
落
ち
に
く
く

な
り
ま
す
。

器
具
の
ネ
ジ
を
は
ず
し
た
り
す
る

時
に
は
、
何
か
の
フ
タ
に
で
も
ネ
ジ

類
や
ツ
マ

ミ
類
を
入
れ
て
お
く
よ
う

に
す
る
と
後
で
足
り
な
く
な
っ
た
り

し
て
困
り
ま
せ
ん
。
ま
た
や
み
く
も

に
は
ず
し
て
し
ま
う
と
、
ど
こ
が
ど

う
だ
っ
た
か
元
ど
お
り
に
な
ら
な
く

な
り
ま
す
か
ら
、
十
分
器
具
を
見
回

し
て
か
ら
は
ず
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

゜
、つ ＠

石
油
ス
ト
ー
ブ

タ
ン
ク
内
部
が
サ
ビ
つ
い
て
‘
気
化

器
や
ノ
ズ
ル
を
つ
ま
ら
せ
た
り
、
送

油
ポ
ン
プ
を
い
た
め
る
原
因
に
な
り

ま
す。

電
気
製
品
の
手
入
れ

度
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か



圃。⑲。庖⑲ 館⑲⑮母 (14)

昭
和
六
十
年
度
肱
川
町
P
T
A
連
合

会
の
研
修
会
が
二
月
二
十
八
日
、
肱
川

中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
‘
雪
が
積
も
り
、
本
当
に
寒

い
中
で
し
た
が
、
町
長
さ
ん
は
じ
め
来

賓
の
方
々
、

P
T
A
会
員
・
百
三
十
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
「
子
ど
も
の
健
全
育

成
の
た
め
に

P
T
A
会
員
が
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
役
割
を
考

え
る
」
と
い
う
ね
ら
い
で
研
修
さ
れ
ま

し
た
。今
年
度
の
委
嘱
P
T
A
の
肱
川
中
学

校
P
T
A
の
研
究
主
題
は
＂
青
少
年
の

健
全
育
成
を
は
か
る

P
T
A
活
動
“
で

サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
「
親
と
子
と
教
師

の
ふ
れ
あ
い
活
動
の
推
進
」
で
あ
り
‘

真
剣
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

専
門
部
は
‘
五
部
で
構
成
さ
れ
、
研

修
部
（
地
区
こ
ん
談
会
・
郡
P
大
会
発

表
・
父
親
参
観
日
・
大
谷
文
楽
の
観
賞
・

「
い
じ
め
」
の
啓
蒙
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
）

保
健
・
体
育
部
（
体
育
大
会
関
係
な
ど
）

広
報
部
（
広
報
清
流
の
発
行
《
年
三
回
》

な
ど
）
同
和
教
育
部
（
一
・
ニ
学
年
P

T

A
親
子
学
習
会
・
中
学
校
同
和
教
育

研
修
会
の
公
開
授
業
参
観
・
地
区
別
こ

ん
談
会
・
学
習
資
料
の
配
付
•
町
内
・

町
外
で
の
研
修
会
参
加
）
校
外
生
活
指

導
部
（
親
子
同
行
の
実
践
・
地
区
こ
ん

談
会
・
夏
・
冬
休
み
中
の
校
外
指
導
）
、

な
ど
、
又
、
P
T
A
•

学
校
•
生
徒
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
く
ん
だ
、
親
子
・

師
弟
同
行
の
記
録
、
生
活
の
き
ま
り
‘

生
活
状
況
調
査
を
み
て
も
は
っ
き
り
と

実
践
活
動
の
成
果
が
表
わ
れ
て
い
ま

す。
又
、
学
年
P
T
A
の
取
り
く
み
で
は

各
学
年
と
も
、
親
・
子
・
教
師
の
ふ
れ

合
い
を
深
め
、
相
互
理
解
に
努
め
る
事

を
ね
ら
い
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
発
表
さ
れ
た
二
年
部
は
、
同
和

問
題
学
習
・
親
睦
球
技
会
・
少
年
式
行

事
・
学
級
通
信
「
友
情
」
「
よ
い
こ
く
ら

ぶ
」
の
活
用
・
親
子
同
行
の
記
録
・
な

ど
、
学
校
で
家
庭
で
じ
っ
く
り
と
取
り

く
ま
れ
て
い
ま
す
。

夫婦の愛情が大事…••

委
嘱
P
T
A
肱
中
の

儡
己

町
p
丁

A
逹
合
会
研
修
会

午
後
は
‘
曽
我
静
雄
先
生
か
ら
「
今

の
家
庭
と
子
供
の
教
育
」
と
題
し
て
、

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

県
下
の
あ
る
小
学
校
の
卒
業
式
後
の

謝
恩
会
で
、
一
人
の
お
母
さ
ん
か
「
地

震
・
雷
・
火
事
・
親
父
と
い
う
の
が
、

ん
な
も
の
よ
り
一
番
恐
い
の
は
”
ド
ラ

息
子
“
だ
と
思
っ
。
地
震
や
火
事
で
は
‘

土
地
は
残
る
か
、
”
ド
ラ
息
子
“
が
い
た

ら
家
や
田
畑
、
山
林
ま
で
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
こ
の
こ
と
を
思
っ
て
、
六
年

間
P
T
A
の
会
に
は
欠
か
さ
ず
出
た
。
」

と
言
わ
れ
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
う
け
れ
ど
、

考
え
て
み
る
と
一
人
の
”
ド
ラ
息
子
・

鬼
ム
ス
メ
“
が
恐
い
。
こ
れ
が
親
の
本

当
の
声
で
あ
る
。

今
の
子
供
は
健
全
に
育
っ
て
い
る
の

か
、
先
生
と
家
庭
、
お
互
い
に
不
信
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

教
師
か
ら
み
る
と
、
”
そ
の
子
を
生
ん

だ
親
で
さ
え
も
ど
う
に
も
で
き
な
い
子

供
を
（
た
た
い
て
も
、
け
つ
っ
て
も
誰

も
文
句
を
言
わ
な
い
、
そ
の
親
で
さ
え

も
ど
う
に
も
よ
う
せ
ん
子
供
）
先
生
に

あ
あ
し
て
く
れ
、
こ
う
し
て
く
れ
と
い

わ
れ
て
も
出
き
る
わ
け
が
な
い
。
“
と
い

う
考
え
…
…
。
（
先
生
だ
け
の
会
合
）

又
、
親
だ
け
の
会
合
で
は
‘
”
先
生
で

さ
え
も
よ
う
教
え
ん
子
を
、
教
師
の
免

許
状
も
な
い
、
ま
し
て
子
供
の
心
理
学

を
勉
強
し
た
訳
で
も
な
い
私
た
ち
に
‘

専
門
の
教
師
で
さ
え
も
で
き
な
い
こ
と

を
、
あ
あ
せ
い
こ
う
せ
い
と
言
わ
れ
て

も
で
き
る
訳
が
な
い
“
と
い
う
声
…
…
。

先
生
と
親
の
一
緒
の
会
で
は
‘
両
方

と
も
少
し
ひ
か
え
て
、
社
会
が
悪
い
、

環
境
が
悪
い
と
い
う
事
に
な
る
。

こ
れ
で
は
‘
と
て
も
健
全
育
成
ど
こ

ろ
の
話
で
は
な
い
。

い
じ
め
の
問
題
に
し
て
も
、
親
に
百

％
責
任
が
あ
り
‘
教
師
に
も
百
％
責
任

が
あ
る
。
と
両
方
が
そ
う
思
っ
た
時
は

じ
め
て
、
子
供
は
ま
と
も
に
育
つ
と
言

え
る
。今
の
子
供
の
体
の
面
で
目
立
つ
事

0
小
学
生
で
は
…

0
中
学
生
で
は
…

曰
朝
か
ら
あ
く
び
日
ア
レ
ル
ギ
ー

口
背
中
ぐ
に
ゃ
口
朝
か
ら
あ
く
び

ロ
ア
レ
ル
ギ
ー
国
朝
礼
で
バ
タ
ン

四

腹

で

っ

ぱ

り

四

貧

血

国
朝
礼
で
バ
タ
ン
国
腰
痛

中
学
生
に
な
る
と
成
人
病
が
入
っ
て

く
る
。今
の
子
供
が
変
わ
っ
た
の
は
、
家
庭

が
か
わ
っ
た
と
い
う
事
。
親
は
生
活
・

経
済
中
心
で
あ
り
、
子
育
て
が
か
わ
っ

た
。
生
活
が
変
わ
り
、
基
本
的
生
活
習

慣
が
し
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

家
庭
の
中
で
特
に
変
っ
た
の
は
、
食

べ
も
の
の
変
化
で
あ
る
。
イ
ン
ス
タ
ン

ト
の
普
及
で
農
家
で
さ
え
も
野
菜
を
買
っ

て
く
る
時
代
で
あ
る
。
特
に
砂
糖
・
塩

分
の
多
い
も
の
を
取
り
す
ぎ
て
い
る
。

非
常
に
体
に
悪
い
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
は
人
間
の
感
情
が
不
安
定
に
な
っ
て

人
格
が
下
が
っ
て
く
る
こ
と
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
。

食
べ
物
が
子
供
を
健
全
に
育
て
る
か

不
健
全
に
育
て
る
か
大
き
く
関
係
し
て

い
る
。又
、
家
庭
生
活
で
い
え
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
が
部
屋
を
持
ち
、
立
派
な
道
具
を
そ

ろ
え
て
い
る
が
、
大
切
な
事
を
忘
れ
て

支配型の親

理
想
の
親

服従型の親

い
る
の
で
は
な
い
か
。
ど
ん
な
立
派
な

．
．
．
．
．
 

机
を
買
っ
て
も
‘
勉
強
は
人
間
が
す
る

．．．． 

の
で
あ
る
。
何
が
子
供
の
た
め
に
大
事

で
あ
る
か
考
え
て
み
た
い
。

子
供
が
ま
と
も
に
育
つ
か
‘
ゆ
が
ん

で
育
つ
か
そ
の

一
番
の
元
は
‘
”
夫
婦
仲

の
良
し
あ
し
で
あ
る
“
ソ
ビ
エ
ト
の
教

育
学
の
言
葉
に
「
よ
い
子
供
の
そ
ば
に

は
必
ず
幸
福
感
に
満
ち
た
母
親
が
あ
る
」

と
い
わ
れ
る
。
夫
婦
の
仲
が
冷
え
き
っ

た
家
庭
で
子
供
が
安
心
で
き
る
訳
が
な

、。し
あ
る
子
供
の
作
文
で
…
…

私
ガ
あ
父
ち
ゃ
ん
に
、
雖
ガ
一
番
好
き

と
聞
い
だ
ら
「
そ
う
だ
な
涜
、
田
ち
ゃ

ん
力
な
あ
」
と
テ
レ
く
さ
そ
う
に
―
―
―
-
＝つ

だ
。
そ
し
て
、
お
田
さ
ん
に
、
誰
ガ
一

番
好
き
と
い
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
考
え

る
ふ
り
を
し
て
「
や
っ
ぱ
り
父
ち
ゃ
ん

力
な
あ
L

と
言
っ
だ
。
私
は
安
心
し
ま

．． 
し
だ
。夫
婦
の
愛
情
か
い
か
に
子
供
の
心
を

落
ち
着
か
せ
る
か
が
、
よ
く
出
て
い
る
。

最
近
は
片
寄
っ
た
親
が
多
い
。
次
の

図
を
参
考
に
理
想
の
親
を
よ
く
考
え
て

み
て
下
さ
い
。

拒
否
型
の
親
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福
浦
の
青
年
団
は
、
十
年
前
に
消
滅

し
て
い
ま
し
た
が
、
三
年
前
に
復
活
、

団
員
は
主
に
漁
業
関
係
に
従
事
、
主
な

活
動
は
‘
祭
り
の
行
事
。
肱
川
で
い
え

ば
‘
―
つ
の
支
部
で
す
。
お
互
い
体
系

と
活
動
の
内
容
が
ち
が
う
の
で
す
が
、

〇
活
動
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
は
い
な
い

~力゚0
地
域
に
密
着
し
た
活
動
が
実
際
に
行

な
え
て
い
る
の
か
。

0
若
者
の
減
少
。

と
い
う
よ
う
な
意
見
が
出
て
い
ま
し

こ。t
 そ
の
後
は
、
西
海
町
内
の
文
化
め
ぐ

り
と
い
う
こ
と
で
、
高
茂
岬
・
石
垣
の

集
落
・
鯨
塚
な
ど
を
見
学
、
町
内
を
一

周
し
ま
し
た
。
み
ん
な
熱
心
に
説
明
を

聞
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
時
間
は
、
あ
っ
と
言

う
間
に
過
ぎ
て
、
「
ま
た
、
来
月
」
と
い

う
こ
と
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

二
月
の
二
十
二
日
（
土
）
、
二
十
三
日

（
日
）
に
は
、
福
浦
の
青
年
団
が
肱
川
を

訪
れ
ま
し
た
。
前
回
と
同
じ
顔
ぶ
れ
が

西海町での交流

肱川町での交流

見
え
ま
す
。
こ
の
時
は
、
河
辺
村
の
青

年
団
も
加
わ
っ
て
の
交
流
と
な
り
ま
し

た
が
、
前
回
以
上
に
？
盛
り
上
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

前
回
同
様
、
翌
日
は
話
し
あ
い
を
行

い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
「
青
年
団
活
動
と
町
づ
く

り
」
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
私
た

ち
が
住
ん
で
い
る
町
を
ど
う
思
っ
て

い
る
か
、
青
年
団
活
動
を
活
発
化
す
る

に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
ら
よ
い

か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
り
ま
し

こ。t
 次
の
よ
う
な
意
見
が
出
て
い
ま
し

こ。t
 
0

若
い
人
が
少
な
い

働
く
場
所
が
町
内
に
は
少
な
い

0

町
内
に
い
る
少
な
い
若
者
で
、
み
カ

あ
る
町
に
し
た
い
。

0

い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
参
加
し
て
み
る

べ
き
0
交
流
の
場
が
少
な
い

0
若
い
人
が
仕
事
の
上
で
も
活
気
の
あ

る
こ
と
が
必
要
。

▼
栃
木
県
国
分
寺
町
で
”
子

ほ
め
条
例
が
制
定
さ
れ
た
と

い
う
記
事
を
見
た
。

校
内
暴
力
や
い
じ
め
、
自

殺
な
ど
の
事
件
が
マ
ス
コ
ミ

を
に
ぎ
わ
し
「
子
供
の
た
め

に
な
に
か
し
な
け
れ
ば
」
の

思
い
に
駆
ら
れ
て
考
え
つ
い

た
と
い
う
。

こ
の
条
例
で
は
、
小
・
中
学
校
九

年
間
の
内
に
必
ず
一
回
子
供
を
表
彰

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

賞
は
努
カ
・
奉
仕
・
親
切
・
学
芸
・

体
育
の
五
部
門
で
あ
る
。

「
勉
強
ば
か

り
が
能
じ
ゃ
な
い
。
こ
れ
だ
け
の
賞

が
あ
れ
ば
、
必
ず
一
人
ひ
と
り
の
子

供
の
優
れ
た
個
性
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
」
と

い
う
。

本
当
に
お
も
し
ろ
い
ア
イ
デ
ア
だ

と
思
つ
。
子
供
に
し
ろ
、
大
人
に
し

ろ
ほ
め
ら
れ
て
悪
い
気
が
す
る
人
は
‘

0

ど
う
す
れ
ば
、
青
年
団
の
集
り
が
よ

く
な
る
の
か

0

ス
ポ
ー
ツ
だ
と
多
数
だ
が
、
会
合
と

な
る
と
少
な
い
。

0

女
子
団
員
が
活
動
す
る
お
と

0
工
夫
し
た
内
容
を
…
…

そ
の
後
は
、
全
員
で
町
内
め
ぐ
り
、

鹿
野
川
園
地
・
民
俗
資
料
館
・
特
産
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
見
て
廻
り
ま
し
た
。

西
海
町
の
青
年
は
、
初
め
て
肱
川
に
来

た
人
も
多
い
よ
う
で
、
雪
を
見
る
期
待

を
し
て
い
た
人
も
い
た
よ
う
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
雪
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

こ。t
 ファインダー 躙

ま
ず
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
現
実

の
私
達
は
、
子
供
達
に
ど
う
接
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
叱
っ
た
り
、
お
こ
っ

た
り
だ
け
で
、
ほ
め
る
こ
と
を
忘
れ

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
毎
日
の
忙
し

い
生
活
に
追
わ
れ
て
、
心
の
ゆ
と
り

を
忘
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

厳
し
い
時
代
に
こ
そ
、
心
の
中
に

は
、
い
や
心
の
中
だ
け
で
も
ゆ
と
り

を
持
つ
工
夫
を
し
た
い
。
そ
し
て
、

子
供
達
に
対
し
て
も
よ
い
面
を
見
つ

け
て
や
る
。
よ
い
面
が
見
え
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
だ
。

表
彰
を
受
け
て
、
喜
ん
で
い
る
子

供
達
の
笑
顔
が
見
え
る
よ
う
だ
。

校
内
暴
カ
・
い
じ
め
・
自
殺
ば
か
り

の
最
近
の
新
聞
記
事
の
中
で
、
久
し

ぶ
り
に
心
が
す
が
す
が
し
く
な
る
思

い
が
し
た
。
今
後
が
楽
し
み
で
あ
る
。

「
叱
る
よ
り
ほ
め
よ
」
と
い
う
本
を

い
つ
だ
っ
た
か
読
ん
だ
な
あ
…
…
。

二
度
の
交
流
会
を
終
え
て
み
て
、
お

互
い
の
町
の
様
子
が
少
し
ず
つ
、
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
新
た
に
、
仲

間
が
で
き
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
あ
り

ま
し
た
が
、
い
っ
し
ょ
に
話
し
を
し
て
、

寝
食
を
共
に
し
た
こ
と
で
‘
両
町
の
青

年
の
友
情
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
交
流
を
続
け
て
意
見
交
換

や
、
情
報
交
換
を
し
、
ま
す
ま
す
青
年

団
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
さ
っ
そ
く
、
次
回
の
約
束
も
交

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

海
の
青
年
と
山
の
青
年
、
ま
す
ま
す

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
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＂
地
域
ぐ
る
み
で
子
供
た
ち
の
健
全
育

成
及
び
健
全
な
家
庭
づ
く
り
を
は
か
る

た
め
、
も
の
の
豊
か
な
時
代
に
育
つ
子

供
の
心
理
・
行
動
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
‘
親
は
子
供
を
ど
の
よ
う
に
育
て
れ

ば
よ
い
か
に
つ
い
て
研
修
す
る
。
＂
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
、
二
月
十
九
日
の
夜
、

岩
谷
公
民
館
で
、
岩
谷
幼
稚
園

・
小
学

校
P
T
A
の
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
‘
二
月
と
い
う
事
で
寒
い
日

で
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
方
は
も
ち
ろ

ん
、
多
く
の
会
員
の
参
加
か
あ
り
、
関

心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
‘
"
手
の
ひ
ら
の
詩
＂
と
い

う、

「
消
費
生
活
時
代
の
資
源
の
有
効
利

用
を
一
家
庭
の
生
活
の
中
か
ら
考
え
さ

せ
る
。
又
、
親
子
の
愛
情
・
夫
婦
の
愛

情
の
あ
り
方
を
訴
え
る
」
映
画
を
観
た

後
、
そ
の
感
想
や
話
し
合
い
を
行
い
ま

し
た
。

0
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
た
。
（
最
近
は
も
の
を
与
え
す

ぎ
る
の
で
は
…
…
）

〇
理
屈
で
言
う
の
で
は
な
く
、
つ
く
っ

て
見
せ
る
（
行
動
で
…
）
の
か
大
切
。

0

い
い
た
い
事
は
わ
か
る
が
、
実
際
の

家
庭
生
活
の
上
で
は
む
づ
か
し
い
。

0

み
ん
な
が
持
っ
て
い
る
か
ら
は
し
い

と
い
う
子
供
の
言
葉
を
真
に
受
け
て

い
る
親
か
多
す
ぎ
る
。

0
子
供
に
物
を
与
え
る
時
‘

愛
情
も
い
っ

幼児教育を・・・・・・

し
ょ
に
与
え
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
お

ふ
く
ろ
の
味
が
欠
け
て
い
る
。
（
特
に

食
生
活
あ
た
り
か
ら
…
…
）

0
自
分
の
時
代
の
こ
と
を
す
ぐ
に
言
う

よ
う
に
な
る
。

〇
厳
し
く
叱
っ
て
も
、
親
が
愛
情
を
持
っ

て
育
て
て
い
れ
ば
子
供
も
わ
か
る
。

0

子
供
と
親
が
家
庭
で
、
ど
れ
だ
け
会

話
を
か
わ
し
て
い
る
か
。
（
大
切
な

事
）

〇
夫
婦
か
仲
良
く
、
信
頼
し
合
っ
て
い

る
姿
が
一
番
大
切
な
、
子
育
て
に
つ

な
が
る
。

な
ど
、
生
活
を
ふ
り
返
っ
て
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
洲
高
校
肱
川
分
校
の
明

礼
美
治
教
頭
先
生
の
講
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
先
生
は
生
徒
指
導
を
長
年
経

験
さ
れ
、
そ
の
中
で
幼
児
教
育
の
重
要

A
,
'．ー'.
'.

幼
児
期
の
育
て
方
が
大
切

ー
岩
谷
幼
．l
J
P
丁

A
研
修
会
ー

以
前
に
‘
イ
ン
ド
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
狼

に
育
て
ら
れ
た
少
女
が
二
人
見
つ
か
っ

て
保
護
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

一
年
足
ら
ず
で
妹
か
死
ん
だ
が
、
姉

は
涙
が
一
滴
出
た
か
出
な
か
っ
た
か
で

あ
っ
た
。

三
年
し
て
子
供
達
と
遊
び
は
じ
め
た

が
、
手
が
ま
だ
不
自
由
で
あ
っ
た
。

六
年
し
て
、
二
本
足
で
立
っ
た
。
そ

し
て
、
し
ば
ら
く
し
て
闇
夜
を
恐
が
り

だ
し
た
。
後
半
に
は
‘
コ
ッ
プ
や
ス
プ
ー

ン
を
持
ち
、
裸
で
い
る
の
を
は
ず
か
し

が
り
‘
涙
も
出
は
じ
め
た
。

涙
に
し
て
も
言
葉
に
し
て
も
、
そ
の

．． 
時
期
に
教
え
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
。

あ
る
時
期
に
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
少
女
は
十
一
年
位
で
死
ん
だ
が
、

四
十

1
四
十
五
単
語
を
憶
え
た
と
い
う
。

動
物
で
も
子
育
て
が
必
要
で
あ
る
。

教
育
（
子
育
て
）
に
は
段
階
が
あ
り
‘

そ
の
時
期
を
の
が
さ
な
い
事
で
あ
る
。

脳
の
発
達
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
‘

人
間
の
脳
は
十
歳
位
ま
で
に
つ
く
ら
れ

る
。
そ
こ
に
は
三
歳
・
七
歳
・
十
歳
と

毘い性
を
痛
感
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

緑の少年隊活動

い
う
三
段
階
が
あ
り
、
十
歳
ま
で
に
段

階
を
お
っ
て
す
れ
ば
‘
後
は
そ
れ
ほ
ど

必
要
は
な
い
。
今
、
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
（
添

い
寝
）
の
効
用
が
言
わ
れ
て
い
る
。

幼
児
教
育
で
は
、
ま
ず
手
を
動
か
さ

せ
る
こ
と
が
脳
に
刺
激
を
与
え
、
言
葉

に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
よ
い
音
楽
を
聴

き
‘
よ
い
絵
を
見
せ
る
。
美
的
感
覚
を

育
て
る
。

遊
び
の
中
で
語
語
教
育
を
行
い
、
言

葉
を
教
え
、
言
語
能
力
を
育
て
て
い
く
。

記
憶
力
が
育
ち
、
語
い
を
た
く
さ
ん
知

る
よ
う
に
な
る
。

又
、
す
り
こ
み
現
象
で
幼
い
時
に
ふ

る
さ
と
を
脳
に
た
た
き
こ
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
ふ
る
さ
と
意
識
が
育
っ
て
く
る
。

小
さ
い
時
に
は
‘
一
日
学
習
し
た
こ

と
は
、
一
時
間
で
復
習
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
し
つ
け
る
事
が
大
切
。

非
行
性
が
出
て
き
て
、
服
装
が
か
わ
っ

-F

しヽ―
―F%
L
=-『
＂

i.-r̀

あ
と
う
さ
ん

ねあぽああ密
え力‘力つゆふ
、お ぽだガろ
いも力力しに ぃj
いにぽいだい
気こ力なるつ
もに゜ 0 0 し
ちこ ょ
ぉool;• 
と

さぅ □一—▼
ん

鍔！岩谷小1年

゜
とみながだかゆき！
------------------

て
く
る
の
は
合
図
を
送
っ
て
い
る
の
で
、

親
や
教
師
に
甘
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
包
ん
で
や
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
過
性

で
す
む
の
で
あ
る
。

自
分
の
方
向
が
つ
か
め
な
い
子
供
が

ふ
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
親
の
子
離
れ
、

子
の
親
離
れ
が
で
き
て
い
な
い
た
め
で

あ
る
。子
育
て
に
は
、
特
別
な
教
育
で
な
く
‘

親
が
一
生
懸
命
生
き
る
姿
が
大
切
で
あ

る
。三

歳
か
ら
の
教
育
で
は
‘
肱
川
町
独

自
の
教
育
を
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
遊

び
の
中
に
も
取
り
入
れ
る
教
育
を
…
…
。

普
通
の
こ
と
が
、
普
通
に
で
き
る
子

供
を
育
て
る
こ
と
が
、
親
・
教
師
の
役

割
り
で
あ
る
。

体
を
つ
か
っ
た
り
、
手
を
つ
か
っ
た

り
の
教
育
の
中
か
ら
、
落
ち
こ
ぼ
れ
を

つ
く
ら
な
い
事
を
考
え
て
い
っ
て
ほ
し

、。し

購
入
図
書
紹
介

湿
原
（
上
・
下
）

海
鳴
り
（
上
・
下
）

地
に
伏
し
て
花
咲
く

脳
死
を
こ
え
て

壁
際
族
に
花
束
を

腹
鼓
記

ホ
ン
ネ
で
育
て
る

親
と
子

共
有
山

愛
媛
の
山
草

夫
と
妻
の
老
い
支
度

微
笑
み
く
だ
さ
い

加

賀

乙

彦

藤

沢

周

乎

宮
尾
登
美
子

藤

村

志

保

赤

川

次

郎

井
上
ひ
さ
し

橋

本

富

男

穂
積
隆
信
他

砂

田

清

哉

岸

郁

男

重

兼

芳

子

ま
き
ご
ろ
う
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総
人
口
の
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
が
高

齢
者
で
あ
る
日
本
。

肱
川
町
で
は
、
そ

の
率
が
十
九
％
を

超
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
の
高

齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
、
社
会
参

加
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
事
が
い
わ
れ
、

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
民
館
で
は
‘

高
齢
化
社
会
の
中

で
の
町
づ
く
り
、

老
人
ク
ラ
プ
活
動

で
の
指
導
者
と
し

て
ご
活
躍
を
い
た

く
方
々
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

老
人
大
学
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
八
月
に
、
開
講
し
て
、
”
今
な

ぜ
生
涯
教
育
が
必
要
な
の
か
“
を
皮
切

こ,2
 

り●
高
齢
者
の
身
体
の
変
化
と
病
気
に
つ

い
て

●
町
内
文
化
財
め
ぐ
り

●
老
人
福
祉
を
考
え
る

●
地
方
自
治
を
考
え
る

●
日
常
生
活
と
宗
教
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て

●
人
生
の
仕
上
げ
を
ど
う
す
る
か

●
薬
草
に
つ
い
て

●
議
会
傍
聴

を
行
い
、
又
教
養
講
座
で
は
、
心
の

糧
シ
リ
ー
ズ
、
さ
ら
に
自
由
学
習
で

は
、
般
若
心
経
の
学
習
を
実
施
し
、

幅
広
い
内
容
と
熱
心
な
学
習
態
度
に

人生の仕上げを……
―—老人大学修了

〇
梅
暖
房
の
部
屋
で
盆
梅
咲
き
急
ぎ
未

末

残
雪
に
じ
っ
と
耐
え
て
る
梅
っ
ぽ
み
善

信

お
い
し
く
て
飲
ん
だ
梅
酒
に
酔
っ
ば
ら

い

ヒ

ロ

ミ

0

に
こ
に
こ

に
こ
に
こ
の
保
母
に
ま
つ
わ
る
園
児
た

ち

藤

子

に
こ
に
こ
の
笑
顔
が
浮
か
ぶ
電
話
口
藤

子

眠
っ
て
る
坊
や
に
こ
に
こ
何
の
夢ヒ
ロ
ミ

R 
つ
り
は
し

閉講式…•••

〇
結
婚
改
善
を
進
め
よ
う
I
.

0
お
見
舞
い
返
し
や
香
典

返
し
を
や
め
よ
う
／
．

く
ら
し
の
中
の
無
理
を
な

く
し
て
、
真
心
の
こ
も
っ
た

お
付
き
合
い
を
し
な
が
ら
‘

心
の
通
い
合
っ
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

―-

初
詣
雪
解
け
水
で
手
を
清
め

川
町
の
方
向
づ
け
、
河
辺
川
ダ
ム
問
題
、

な
ど
の
や
り
と
り
を
、
熱
心
に
学
習
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
閉
講
式
に
う
つ

り
、
公
民
館
長
か
ら
代
表
の
谷
本
学
級

長
に
修
了
証
書
が
、
又
代
表
の
岡
学
級

生
に
皆
勤
賞
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
学
は
、

二
十
五
名
の
学
級
生
と
決
め

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
二
十
名
が
皆

勤
賞
で
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
で
、
高
齢
者
活
動
の

中
で
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
り
、
素
晴
ら
し
い
成
果
が
あ
り
ま
し
尚
‘
こ
の
老
人
大
学
は
来
年
度
も
続

た

。

け

て

い

き

ま

す

が

、

お

四

国

学

級

と

な

三
月
十
二
日
の
最
終
回
で
は
、
議
会
ら
ぶ
高
齢
者
の
生
き
が
い
学
級
と
し
て

の
傍
聴
を
行
い
、
新
し
い
年
度
へ
の
肱
定
着
し
て
い
き
そ
う
で
す
。

嶋

嶋

嶋

綱

・
0
0
●

●

鱗

●

蝙

｀

。

・

｀

・

日

蝙

〇
雪
ど
け

雪
ど
け
へ
背
伸
び
し
て
い
る
春
の
草
善

信

雪
ダ
ル
マ
に
は
気
の
毒
な
陽
の
ぬ
く
み

ふ
み
緒

ヒ
ロ
ミ

出
番
で
す
／
．
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん
⑰

0

一
呼
吸
お
い
た
指
導

「
子
供
は
よ
く
遊
ぶ
‘
遊
び
な
が

ら
身
体
も
心
も
大
ぎ
く
育
っ
て
い

く
」
と
い
う
こ
と
は
‘
昔
も
今
も

か
わ
り
ま
せ
ん
。

幼
児
は
、
自
己
中
心
で
あ
る
が
、

友
達
と
工
面
や
工
夫
を
す
る
こ
と

で
遊
び
は
成
り
た
ち
ま
す
。
譲
り

合
っ
た
り
、
分
け
合
っ
た
り
し
て

遊
ぶ
中
で
、
お
互
い
に
相
手
へ
の

思
い
や
り
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

「
ぼ
く
の
だ
」
「

い
や
、
わ
た
し

の
よ
」
と
‘
遊
び
道
具
を
取
り
合
っ

て
い
る
時
に
も
、
目
先
の
子
供
か

わ
い
が
り
で
な
く
、
子
供
た
ち
が

ど
う
解
決
し
て
い
く
か
と
、

一
呼

吸
お
い
た
指
導
が
で
き
る
の
が
、

父
親
と
し
て
の
役
目
で
し
ょ
う
。

四
•
五
歳
に
も
な
れ
ば
、
小
グ

ル
ー
プ
で
の
仲
間
遊
び
に
発
展
し
、

遊
び
を
通
し
て
自
立
性
や
自
己
主

張
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
思

う
時
、
家
の
中
で
の
親
子
遊
び
だ

け
で
な
く
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

友
達
に
接
す
る
機
会
を
つ
く
っ
て

や
る
こ
と
が
、
核
家
族
時
代
に
お

け
る
父
親
と
し
て
の
配
慮
で
す
。

お
父
さ
ん
／
．
ち
ょ
っ
と
間
を
お
い
て

0
赤
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
か
ら
く
る
の

男
の
子
も
女
の
子
も
三
•
四
歳

く
ら
い
に
な
る
と
性
器
の
差
に
興

味
を
示
し
、
時
に
は
性
に
つ
い
て

の
質
問
を
し
た
り
し
て
、
お
母
さ

ん
を
当
惑
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
お
母
さ
ん
の
答

え
の
内
容
も
大
事
で
し
ょ
う
が
、

な
に
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
お
母
さ

ん
が
答
え
て
や
る
時
の
態
度
で
す
。

幼
児
の
質
問
に
対
し
て
‘
性
を

科
学
的
に
設
明
し
て
や
っ
て
も
十

分
に
理
解
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
幼
児
は
そ
れ
を
求

め
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
幼
児
の
質
問
の
真
意

を
く
み
と
っ
て
や
り
、
こ
れ
に
対

し
て
は
愛
情
を
も
っ
て
受
け
と
め

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
生
命
の
大
切

さ
に
ふ
れ
る
話
を
し
て
や
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

幼
児
の
相
談
事
例
を
み
る
と
「
性

器
い
じ
り
」
で
大
変
心
配
し
て
い

る
お
母
さ
ん
も
多
い
よ
う
で
す
。

幼
児
は
、
な
に
か
欲
求
不
満
が
あ
っ

た
り
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
を

示
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
子
供
に
活
動
的
な
遊
び
を
十

分
さ
せ
た
り
、
安
定
し
た
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
多
く
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
幼
児
の
体
を
清

潔
に
保
つ
こ
と
に
気
を
つ
け
た
い

も
の
で
す
。

お
母
さ
ん
／
．

生
命
の
大
切
さ
を
…
…
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日 当直医 電 話

6日（日） 古川医院 44-2407 
（内子町）

13日（日） 町田医院 43-0211 
（内子町）

20日（日） 成田医院 47-0061 
（内子町）

27日（日） 松浦医院 44-2776 
（五十崎町）

29日（灼 藤本医院 44-2561 
（五十崎町）

日曜日 喜多医師会病院
4曰}-0535 祝日 （大洲市）

※変更になる場合がありますので前もって連

絡してからお出かけ下さい。

救急病院

曜日 病院名 電 話

月・火
大洲市立病院 24-2151 
（大洲市）

水
加戸病院 24-5101 
（大洲 市）

木～日 大洲中央病院 誌—／行-／行―3（で／ 
（大洲市） 一

希
望
者
は

4
月

30
日
困
ま
で
に
町

民
課
へ
電
話
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

⑥
母
子
手
帳
交
付

4
月

1
日
因

＠
妊
婦
検
診
・
母
親
学
級

受
付
時
問

午
後

1
時
ー

4
月
24
日
困

一肱
川
町
公
民
館

＿
1
時
30分

邦
彦
先
生

（
大
洲
市
立
病
院
）

＠
ム
シ
歯
予
防
教
室

＠
婦
人
ガ
ン
集
団
検
診

4
月

16
日
困

4
月

17
日
困

4
月

25
日
⑥

場

所

大
洲
縫
製

4
月

15
日
図

一宇
和
川
工
場

大
谷
公
民
館

役
場
駐
車
場

役
場
駐
車
場

⑥
ツ
反
．

B
C
G
接
種

4
月

30日
困
一
予
子
林
公
民
館

月

日

一

場

所

受
付
時
間

午
後

1
時
i

2
時

4
月
10
日
困

一肱
川
町
公
民
館

日

程

場

所

病
｝
検
診

＠
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン

成

人

＠
乳
児
健
康
相
談

▽
医
師

松
尾

日

程

場

所

4 4 4 4 
月月 月 月 月

16 14 11 ， 
日 日 日 日 日
け9 （月） ⑥ (:,K) 

B半IJ検ツ B半IJ検ツ 内
C C 

容G定 査反 G定 査反

肱 正
JI I 山 場
町

小公

且
学 所
校

午後1時30分～ 午後1時午3後0分～ 開午後2時10分 2時

4
月

15
日
図

午
前

8
時

30分

1
1
2時

日呈 量
。
底
回
鮨

月

日

受付 1時
午後1時～2時間

▽日時

4 4 相
月 月
21 4 談
日 日
(Jcl} 圏 日

藤沖 森福 担
高野 田田 当
工 相
ミ恒 充 談
カ三 ー保 員

11 

f
4
 r
 

永
ら
く
皆
様
に
こ
利
用
い
た
だ
き
ま

▽

時

間

午

前

9
時
ー
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

農作業賃金目安表

＠
心
配
k

)

と
相
談

昭
和

61
年
度
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
の
で
生
後
三
か
月
以
上

の
犬
は
、
最
寄
り
の
場
所
で
必

ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
料
金
（
生
後
三
か
月
以
上
の
犬
）

二

‘
1
0
0
円
（
一
頭
）

▽
注
射
料
金
（
生
後
三
か
月
以
上
の
犬
）

二
、
二

0
0円
（
集
団
）

三
、
二

0
0円
（
訪
問
）

▽
認
印
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
不
用
犬
は

4
月

8
日
図
午
前

9
時

ま
で
に
役
場
へ
出
し
て
下
さ
い
。

（
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

面
璽
ご
璽
圏
閾

＠
行
政
相
談
4
月

4
日
⑥

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

＠
犬
の
登
録
と
予
防
注
射

狂犬病予防注射日程

項 目 区分 賃金

田植作業(1日当り） 男 5,200円
女 4,000円

水
6,500円

田 田植機(10a当り） I 
8,000円

作
春田おこし(10a当り ）

山田10,000円
沖田 8,000円

業
しろかき(10a当り） 8,000円
すきかき(10a当り ） 12,000円

一般農作業(1日当り）
男 5,200円
女 3,700円

＠
農
作
業
貨
金
決
ま
る

農業委員会二月定例会におい

て、昭和61年度の農作業賃金の
目安を次のとおり決定しました。

なお、この賃金はあくまで目

安ですので、地区の慣習や本人

の能力により合わない場合はお

互いの話し合いで賃金を決定し

てください。

月
時 刻 時間 場 所日

分

4 午
9:10-9:20 10 中津集会所

月
月．．lj 9:40-9:50 10 小倉（今井宅附近）

7 10:20-11:10 50 予子林農協前
日
午
l:00~ l:50 50 赤岩縫製工場即

伺） 2:00-2:40 40 協生集会所後
2:50~ 3:30 40 中居谷集会所

4 午
9:00-9:50 50 大谷公民館

月 則`＇ 10:00~10:10 1 0 硯（湖仙荘横）
8 10:40-11:20 40 岩谷公民館
日午 l:10~ 1:40 30 小藪温泉駐車場
（灼 後 1:50-3:00 70 鹿野川河原

＊
 

＊
＊
＊
＊
＊
 

ご

め

い

ふ

く

を

＊

＊
 

＊
 

＊
 
＊

お

祈

り

い

た

し

ま

す

＊

*
＊
*
＊
＊
 

＊
 

石

田

明

さ

ん

(82
歳）

鉾
岩
チ
ョ
カ
さ
ん

(82歳）

畦

田

長

村

さ

ん

(77
歳）

上
川

良
一
さ
ん

(36
歳）

山
本
猪
宇
喜
さ
ん

(82
歳）

蔵
田
仙
三
郎
さ
ん

(92歳）

岡
本
イ
ト
ヨ
さ
ん

(80歳）

冨
氷
ヒ
サ
コ
さ
ん

(62
歳）

西
浦
タ
ケ
ヨ
さ
ん

(85
歳）

大

野

武

久

さ

ん

(76歳）

大中月中嘉大瓜汗中協
居野居 生
平谷尾谷城和谷生野生

し
た
肱
川
郵
便
局
の
局
舎
も
、
来
た
る

四
月
七
日
よ
り
新
築
と
な
り
、
約
百
米

東
へ
移
転
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

従
来
同
様
お
引
立
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
四
月
七
日
か
ら
四
月
十
二

日
ま
で
、
新
局
舎
の
新
築
落
成
を
記

念
し
て
、
新
局
社
ロ

ビ
ー
展
を
次
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
近
所

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
お
立
寄
り
く

だ
さ
い
。

展
示
物
等

◎
町
内
小
学
校
l

ー
ニ
年
生
に
よ
る

似
顔
絵
展
◎
町
内
小
学
校
三
ー
五
年

生
に
よ
る
書
道
展
◎
世
界
の
花
切
手

展
◎
簡
保
融
資
施
設
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
展
◎
町
内
有
志
に
よ
る
草
花
展＊
 

＊
＊
＊
＊
＊
 

あ
誕
生
お
め
で
と
う
＊

＊
 

＊
 

＊
 
＊

ご

ざ

い

ま

す

＊.
*
＊
＊
＊
＊
 

＊
 

昌
一
さ
ん

志
郎
ち
ゃ
ん

嘉

城

立
花
四
男


